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再    開  （午前  ９時００分） 

 

○議  長  

 皆さん、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しておりますので、これより平成

２３年平群町議会第１回定例会を再開をいたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

（ブー） 

○議  長  

 本日の議事日程は、お手元に配付しております議事日程表のとおりです。日

程表に従い議事を進めてまいります。 

 日程第１   議案第２１号 平成２３年度平群町一般会計予算について 

 日程第２   議案第２２号 平成２３年度平群町住宅新築資金等貸付事業特

別会計予算について 

 日程第３   議案第２３号 平成２３年度平群町国民健康保険特別会計予算

について 

 日程第４   議案第２４号 平成２３年度平群町水道事業会計予算について 

 日程第５   議案第２５号 平成２３年度平群町下水道事業特別会計予算に

ついて 

 日程第６   議案第２６号 平成２３年度平群町農業集落排水事業特別会計

予算について 

 日程第７   議案第２７号 平成２３年度平群町学校給食費特別会計予算に

ついて 

 日程第８   議案第２８号 平成２３年度平群町介護保険特別会計予算につ

いて 

 日程第９   議案第２９号 平成２３年度平群町奨学資金貸付事業特別会計

予算について 

 日程第１０ 議案第３０号 平成２３年度平群町後期高齢者医療特別会計予

算について 

 日程第１１ 議案第３１号 平成２３年度平群町用地先行取得事業特別会計

予算について 

以上１１件を会議規則第３７条の規定により一括議題といたします。 

 初日、町長より平成２３年度の予算説明を受けておりますので、議案の朗読

を省略し、提案者の提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第２１号の提案理由の説明を求めます。総務財政課長。 
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○総務財政課長 

 議案第２１号 提案理由説明 

○議  長  

 はい、御苦労さんでした。 

 続いて、議案第２２号、提案理由の説明を求めます。はい、税務課長。 

○税務課長 

 議案第２２号 提案理由説明 

○議  長  

 はい、御苦労さんでした。 

 続いて、議案第２３号の提案理由の説明を求めます。はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 議案第２３号 提案理由説明 

○議  長  

 はい、御苦労さんでございました。 

 １０時４０分まで暫時休憩をいたします。 

（ブー） 

休    憩  （午前１０時３０分） 

 

再    開  （午前１０時４２分） 

 

○議  長  

 それでは、休憩前に引き続きまして再開をいたします。 

（ブー） 

○議  長  

 続いて、議案第２４号、提案理由の説明を求めます。はい、上下水道課長。 

○上下水道課長 

 議案第２４号 提案理由説明 

○議  長  

 御苦労さんです。 

 続いて、議案第２５号の提案理由の説明を求めます。はい、上下水道課長。 

○上下水道課長 

 議案第２５号 提案理由説明 

○議  長  

 続きまして、議案第２６号の提案理由の説明を求めます。はい、上下水道課

長。 
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○上下水道課長 

 議案第２６号 提案理由説明 

○議  長  

 続いて、議案第２７号の提案理由の説明を求めます。はい、教育委員会総務

課長。 

○教育委員会総務課長 

 議案第２７号 提案理由説明 

○議  長  

 続いて、議案第２８号の提案理由の説明を求めます。はい、福祉課長。 

○福祉課長 

 議案第２８号 提案理由説明 

○議  長  

 はい、御苦労さんでした。 

 続いて、議案第２９号の提案理由の説明を求めます。はい、教育委員会総務

課長。 

○教育委員会総務課長 

 議案第２９号 提案理由説明 

○議  長  

 はい、続きまして、議案第３０号の提案理由の説明を求めます。はい、健康

保険課長。 

○健康保険課長 

 議案第３０号 提案理由説明 

○議  長  

 続きまして、議案第３１号の提案理由の説明を求めます。はい、総務財政課

長。 

○総務財政課長 

 議案第３１号 提案理由説明 

○議  長  

 御苦労さまでございました。 

 一般会計、いろいろ予算の全般についてお話を聞くところでございますが、

１時から再開をしたいと思いますので、いまから休憩をいたします。 

（ブー） 

休    憩  （午前１１時３５分） 

 

再    開  （午後  １時００分） 
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○議  長  

 それでは、午前中に引き続きまして再開をいたします。 

（ブー） 

○議  長  

 これより平成２３年度一般会計全般についての質疑に入ります。はい、山口

君。 

○６  番  

 一般会計予算については、午前中説明があったように、未確定財源、要する

に歳入のほうが２億２，０００万足りないという予算になってるんですが、そ

こでちょっとお聞きしますが、昨日の３月補正で、新たにほとんど新年度で使

う交付金として９，０００万、それからですね、今度の予算で、細かいことは

わかりませんけれども、社会資本整備総合交付金ということで２億７，７００

万、さらにこれは県支出金になってますが、雇用関係、緊急雇用の関係で２億

１，８００万ですね。これ、全部足すと５億８，０００万ほどになるんですね。

これだけの交付金が来ているにもかかわらずですね、２億２，０００万もの歳

入が不足する予算しか組めなかったのかどうなのか。中身はまだ、詳しくあれ

ですけれども、その点は、それだけ来た上でなおかつこういう内容というのは

どういうことなのか、この点についての説明をお願いできますか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 確かに、いま議員がおっしゃいましたように、社会資本整備補助金とか緊急

雇用対策事業の関係で随分大きな歳入があります。ただ、もちろん、これはこ

ういう事業があるということで、この事業を活用して新たに既存事業に加えて

というふうなことも非常に大きいですので、そういうことから、これは即、す

なわち５億程度、歳入の増になるというふうな考え方はしてません。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 もちろん、それもそうなんだけどね。ただ、この間、国・県からいろんな交

付金が来て、ほとんど地方自治体の裁量で使える。もちろん、緊急雇用とかそ

ういう雇用に影響するということはあるんですけれども、しかし、大体一般財

源に近い形で支出できるということであればね、もうちょっと楽な財政の組み

方、予算はあくまでも予算ですけれども、昨年度よりもさらに歳入が足りなく
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なるっていう予算しか組めなかったという点がね、ちょっと理解できないんで

す。いまの説明だけでは私は不十分だと思うんですね。もちろん、説明の中で

あった歳入の部分で、税収が非常に落ち込んでるというのはあります。しかし、

一方で交付金は、地方交付税は増えてますから、その点でね、いまの課長の答

弁ではなぜ、じゃあ、２億２，０００万、予算上足りなくなってるのかの説明

にならないんですよ。そこのところの説明をしていただけますか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 先ほど申し上げましたように、緊急雇用の関係とか社会資本整備等々につき

ましては、基本的には何て言うんですか、ひもつきというか、新たな新規事業

に限るとかいうふうなことが結構ありますので、そういう意味では、抜本的に

財政、その分が緩和されるというふうな状況にはならないということは重ねて

申し上げたいと思います。それと、大幅増になってる要因としまして、未確定

財源が増加したことにつきましては、一つはいま委員もおっしゃいましたよう

に、町税の減があります。ただ、それに反比例して、逆に交付税が増になって

いると。しかし、その一方、地財計画では、臨時財政対策債がかなりの落ち込

みをしているというふうなことがあります。そういったことで、本来一般財源

を充当すべき事業が増加したこと、逆に充当すべき一般財源が減少した結果と

して歳入歳出の不足が生じているというふうな分析をしております。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 これ以上聞いても一緒のことだと思いますが、もう一つはね、これは予算に

本来入るべきではなかったかということで、どうなってるのかなということを

お聞きしますけれども、小学校の統廃合の問題で、町長の秋のアクションプラ

ン、町長のというか教育委員会のですかね。説明では、平成２３年度に拡張用

地取得、これは東小学校をＢ校として、手狭になるので広げるということです

ね。それと設計というのも入っているんですね。これが主要事業にものってな

いんですよ。これはどこに入ってるんですか。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 いまおっしゃられました小学校の再編成の関係における用地費及び設計費に

ついては、２３年度の当初予算では計上をさせていただいておりません。 
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○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 計上してないって。じゃあ、これ、このスケジュールが１年ずれるというこ

とですか。そういう理解でいいですか。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 確かに、住民説明会等々の中ではですね、いまおっしゃっていただいたよう

に、そういうものを新年度で計上していきたいということで説明をさせていた

だきました。その後、たくさんの方々からいろんな意見がありまして、そうい

う意見をできる限り広く、そして多くの機会に意見を集約をしていこうという

のが基本的な考え方であります。そういう考え方の中で、ぎりぎりまでそうい

ったことを続ける中で、できるだけたくさんの方に理解をしていただいて、そ

して、基本的に賛成をしていただくということ、そういう営みを続けながら進

んでいきたいと。そして、一定の時期に一定の合意を、より以上の、いま以上

の合意を得てきたと考えられたときに、そういう判断をしたときに、改めて議

会のほうに予算をお願いをしていこうというふうに考えています。したがって、

いまの段階で１年丸々遅らすかどうかということも含めて、その結論を出して

いるということではございませんので、御理解をお願いいたします。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 わかったようなわからんような。要するに補正で上げるということですか。

それをそのまま、これ、２６年度開校っていう予定になってますから、それを

しようと思ったら途中で補正を上げないと、当然ずれてくるわけですから、い

まの課長の答弁は、ずれることもあるかもわからんけれども、何か一定の時期

により合意を得た場合って、だれが判断するのか。もちろん、町長や教育長が

判断されるんでしょうけども。そういうわかりにくいようなことじゃなくて、

予算にのせたからといって、執行しない場合だってあるわけですから、当然、

その合意を得る努力はずうっとされるんでしょうけども、当初予算にのせてな

いというのは、私は１年ずれるというふうに理解、普通ならしますけど、そう

じゃないんですね。途中ででも補正を組むということもあるという、それでい

いですね。 

○議  長  
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 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 そういうことも含めて、今後対応させていただきたいというふうに思います。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、繁田君。 

○１２番 

 きのうのですね、予算説明の中で、町長がるるお述べになっていたんですけ

れども、その説明書の３ページの上のほうにあるんですが、予算編成の方針と

して、歳出全般について徹底的な見直し等の節減対策を講じての予算編成を行

ったところでありますというふうに書かれています。この徹底的な見直し等の

節減対策というのは、具体的にどのような策を講じられたのか、御説明をお願

いいたします。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 ちょっと、数値でお示しできないんですけども、基本的に新年度、２３年度

予算編成方針で臨んだ編成方針につきまして御説明申し上げます。 

 基本的には財政健全化計画がございますので、基本的にはそれを引き続き踏

襲した形で、人件費等々については圧縮して、最小の人員で最大の効果を上げ

ていく、そういう予算を目指すということです。 

 それから、投資的事業につきましては、基本的には原則として新規事業は凍

結ということを編成方針に挙げてます。ただし、各種補助金や助成金等々の活

用ができる、見込めるものにつきましては、先ほどの話にもありましたように、

そういったものについては協議しながら加えていくというふうな話にしてます。 

 歳出の具体的な話でいきますと、例えば旅費等につきましては原則として県

外出張は認めないと。また、有料道路使用に伴う経費は基本的には原則認めな

いと。また、需用費につきましても、平成２１年度の決算額を上限とするとい

うふうなことで、極力抑制を予算の中で反映していただくというふうなこと。 

 また、燃料費や光熱水費等々につきましても、御承知かと思いますけども、

照明の省エネ化とかエアコンの夏、冬のそれぞれ温度設定をして、電気代の節

減。また、先般より各課所有しておりました電気ポットとか冷蔵庫につきまし

ては一掃するというふうなことで、より一層光熱水費を節減していく。そうい

う予算要求にしてもらうと。それから、食糧費につきましても、厳密に食糧費

の執行基準を定めて、その範囲の中での予算要求としてもらうと。印刷製本費

につきましても、印刷物の作成を安易にしないで、広報紙やホームページの掲
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載について積極的に活用していくというふうなことを編成方針の中に挙げてい

ます。 

 役務費につきましても同様に、２１年度の決算額を上限と。その範囲の中で

の予算要求とする。また、備品購入につきましても、基本的には原則認めない

ということにしながらも、財源が確保できるものについては協議していくと。

公用車につきましても、耐用年数等の経過等の更新による更新のみにして、軽

自動車や省エネの車をリースを中心に対応していくというふうなこと。 

 また、電話代につきましても、非常に今年度、２２年度については効果が上

がったんですけども、ＩＰ化をそのまま引き続いてやっていただくというふう

なこと。そういったことに加えて、外郭団体等々の予算要求についても、基本

的には町の予算編成方針を徹底させるというふうなことで編成方針を定めて、

その方向で予算要求を受け付け、査定をしながら決めたというふうな内容でご

ざいます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、髙幣君。 

○９  番  

 きのう、町長の方針説明をお聞きはしたんですけれど、基本的にいまの国の

国家情勢を考えた場合に、非常に本年度の国予算についても不安定な状況がい

ま現在見えてるわけです。当然、そうなりますと、県についても同様に不安定

な状態になってきている。そうすると今度は、次は私たちの町も当然不安定な

状態になる。これは何か、非常に日本の国家経済の不安定さをあらわしている

現況だと思います。そうしますと、現在、国家予算は通ってることは通ってま

すが、附帯する法案がすべて通っていない、あるいはまだ議論もされてないよ

うな状況下の中で、今回、平群町として組まれた当初予算案について非常に不

安定な問題がこの中にも内在しているんじゃないかなと、こんなふうに見てま

す。そこで、国の予算が通らなかった場合、あるいは国の予算がうまくいかな

かった場合、平群町としてはどういうふうな対応をなされるのか。このあたり、

ちょっとお聞きしたいのですが。トータル的な話で結構です。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 議員おっしゃるように、予算関連法案とか含めて、不安定な状況がいま、国

のほうではあるというふうに聞き及んでます。それについては、当然、その動

向を見ながら対応できるような予算を持っておきながら、国の状況を見た上で

判断して執行していくというふうなことになろうかなと思います。 
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○議  長  

 はい、髙幣君。 

○９  番  

 そうしますと、２２年度の予算においても非常に、きのうの補正予算で見ら

れたように、繰越明許とか、いろんな形で後ろ倒し後ろ倒しになっているとい

う現況であります。そうすると、２３年度においても同じような動きになる可

能性があると、そういう認識で、いま、西本課長、御答弁なされたわけですか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 いえ、ちょっとそういうこととは若干ニュアンスは違うと思うんですけども、

繰越明許につきましては、これは２月、３月に補助制度が、国の補正予算に基

づいて新たにやったものですので、物理的に２２年度に実施できないというこ

とでの繰り越しで、それはもう補正予算も通ってますし、実行できるというふ

うに思いますけども、先ほどおっしゃられた予算関連法案等々については、ま

た違った意味で執行できるかどうか、するかしないかについては改めて検証し

た上でということになるというふうに思います。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 そうしたら、これより、一般会計歳出の各款ごとに審議をしたいと思います。 

 まず、議会費について質疑に入ります。４５ページから４６ページでござい

ます。はい、山口君。 

○６  番  

 ４５ページのですね、ちょっと説明がありましたけども、議員共済の関係で

３，４１９万７，０００円ですか。制度が変わるというか、廃止になるという

ことで、これ、どれぐらい続くんですか、この金額にもよりますけれども。こ

れはだれが答弁するのかわかりませんが、今回、この議会が終わってから説明

会も県の町村会であるみたいですけれども、その辺、若干ね、今後、平群町の

財政との関係でどれぐらいずつ、ずうっと持ち出していくのか、何年ぐらい続

くのか、その辺、どうなってるのか説明いただけますか。 

○議  長  
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 はい、議会事務局長。 

○局  長  

 今回、２３年６月１日付をもって議員年金制度が廃止になるということで、

いま現在給付を受けておられる方についての当財源の措置が必要となってくる

予定であります。一応、ずうっと、国のほうの予定では、総額で市町村ベース

で１兆７００億円の負担をするということになっております。見込みとしては、

年金を受給されている方が亡くなるまでというような形でずうっと続いていく

というふうになると思います。一応、財政措置については地方財政計画等に算

入をされております。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 そうしたら、毎年もらっている人の年金額を計算して、それを人口とかいろ

んな指標で割って、平群町の割り当てはこんだけですと言うて。ある意味、未

来永劫とは言わへんけど、それは数十年続くということになって、毎年、じゃ

あ、金額は増えることはないから、減っていくわけやからあれやけど、そうい

うことですか。 

○議  長  

 はい、議会事務局長。 

○局  長  

 そういうことであります。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、山口君。 

○６  番  

 資料、例年どおり郡の議長会の直近の予算書と決算書。 

○議  長  

 はい、事務局長。 

○局  長  

 提出させていただきます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 
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○議  長  

 ないようでしたら、議会費に対する質疑を終わります。 

 これより、総務費に対する質疑に入ります。４６ページから６４ページまで

です。はい、繁田君。 

○１２番 

 資料の提出を求めておきたいと思います。４９ページの土地開発公社の利子

補助金４，０００万円、それから５０ページの、これは特会で言ってもいいん

ですけども言うときます。用地先行取得会計への繰出金１億４，２９７万８，

０００円、これ、それぞれ内訳というか、明細を資料として出していただきた

いと思います。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、森田君。 

○４  番  

 ４７ページの報償費の謝礼１２０万というのは具体的に、先ほどの説明では

弁護士の費用というふうにお聞きしたんですけども、何の弁護士の費用なんで

しょうか。 

○議  長  

 はい、総合政策課長。 

○総合政策課長 

 一般管理費の報償費の謝礼１２０万のことかと思いますけれども、町顧問弁

護士の費用でございます。２名分です。 

○議  長  

 ６０万の２人。 

 ほかにございませんか。はい、山口君。 

○６  番  

 ５３ページの企画費の委託料。総合計画策定にかかわる委託だというふうに

聞きますが、これは年度がまたがっていると思うんでね、総額、どれぐらいか

かるのか。それと、全部コンサルに丸投げですか、これは。 

○議  長  

 はい、総合政策課長。 

○総合政策課長 

 まず、委託料につきましては、２２年度から２３、２４年度の３カ年の計画

でございまして、委託料につきましては、コンサル等に支払う委託料でござい

ます。その他、それ以外の経費につきましては、それぞれの節、例えば消耗品

であるとか印刷代であるとか、個々のところで計上いたしておりまして、基本
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的には、事務事業委託料につきましてはコンサルに対する業務の委託料でござ

います。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 いやいや、どこまで委託して、どこをじゃあ、職員の皆さんがですね。細か

く分けてもらわなくていいですけど、この委託料、金額が決まってるというこ

とは、コンサルに委託する分でこの分は総合計画のどの部分を。事前の調査だ

けを頼んでいるのかどうか、その辺も含めて答弁いただけますか。 

○議  長  

 はい、総合政策課長。 

○総合政策課長 

 委託料の委託の内容についてでございますが、まず、委託の内容につきまし

てはですね、いわゆる職員でするような内容もございますけれども、業者委託

しておりますのは、４次総合計画の実績評価であるとか、あるいはまちづくり

に関する問題点検討の問題点とか課題の洗い出し、それから基本フレーム、あ

るいは人口フレームであるとかそういったもの、それから基本構想、基本計画

にかかわります素案の策定であるとか、あといわゆる町内協議の支援等につき

ましての委託をする予定でございまして、職員でできるものにつきましては、

基本的には職員でするということで、今回、緊急雇用の補助金を活用いたしま

して、臨時職員１名で、その職員で可能な簡単な資料の収集であるとかそうい

ったことにつきましては職員でやっていくということで、業者に委託する分に

つきましては、そういったサポート、支援等が中心となっております。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、植田君。 

○５  番  

 ４７ページの臨時職員の賃金で、今年度２７０万ほど増えているんですけど

も、これ、基本的には今年度何名分で、どこの課にどれぐらいの配置になるの

かというのがわかっていれば教えていただけますか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 人数につきましては６名分を措置しています。どこにということは、ちょっ

とまだ決定しておりません。 

○議  長  
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 はい、森田君。 

○４  番  

 ２点ほどお尋ねします。４７ページの産業医賃金。これ、メンタルの方の産

業医だと思うんですけど、いま、休職されている方が何名いらっしゃるのかと

いうことと、それと土地使用料ですね。ちょっとページ、あれですけども、そ

れの明細の資料を出していただけませんでしょうか。それと、５５ページのコ

ミバスの事業委託費が上がっているんですけども、これはまだ方針が決まって

ないと思うので、この予算措置は２案なのか１案なのか、それをお教えいただ

けませんでしょうか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 ここで言ってますいわゆる病休としてのいまの人数ですけども、いま、たし

か１名であったというふうに思います。それから、コミバスにつきましては、

１案、２案というか、基本的にはいま現在は２案というか、統合したバイパス

と南部ルートの統合というふうな形の方向で進んでいますけども、それに対応

できる、そういう内容にしております。 

○議  長  

 はい、監理課長。 

○監理課長 

 ただいま資料請求のありました土地借上料の一覧表につきましては、委員会

のほうに提出させていただきます。 

○議  長  

 はい、髙幣君。 

○９  番  

 一つ、総括でやっておけばよかったんですが、いま植田議員のほうからあり

ました臨時職員の賃金問題ですけれども、きょうの資料の中の１０ページです

か、これは職員の数が書いていると思うんですけれども、その臨職と実際に我々

がこの予算上で見ている臨職の違いがあると思うんですね、数値の違い。この

あたりの臨職の国の補助で受けている業務の臨職、それからきのういろいろあ

りました育休の問題とか産休の問題とか、そういうふうな関係の臨職と、それ

から一般的な臨職と、こういうふうな形で臨職の一覧表をつくっていただき、

その賃金について全部詳細に出していただきたいと、こんなふうに思うんです

が、できるでしょうか。 

○議  長  
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 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 いま現在、臨時職員の部分についてはできると思いますので。個人名とかは

あれですけども、できる範囲でつくります。 

○議  長  

 はい、髙幣君。 

○９  番  

 ２３年度を対象としたね、この予算に対応した形のリストを出していただき

たいと。もちろん、現在のもあればそれはいいですけれども、基本は２３年度

予算での臨職の人数、賃金、それから種目別、負担別と言うんですか、そうい

うふうな形のものを出してください。 

○議  長  

 はい、よろしいか、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 できるだけ御期待にこたえられるような資料をつくってみたいと思います。 

○議  長  

 はい、植田君。 

○５  番  

 資料請求で４９ページの郡の町村会の分と、それから広域も含めて、先ほど

の議長会の分と同じような、すみませんが資料、お願いします。 

○議  長  

 はい、総合政策課長。 

○総合政策課長 

 郡の町村会と広域圏につきましても、直近での予算書、決算書のある分につ

いては出させていただきます。 

○議  長  

 はい、繁田君。 

○１２番 

 ちょっと戻るんですけども、５３ページの第４次総合計画の事業事務委託料。

先ほどの総合政策課長の説明ではですね、その実績評価についてもこれは業務

委託するという御発言だったと思うんですね。第４次総合計画の実績の評価と

いうのは、これはやっぱり職員の方あるいは住民の方にも加わっていただいて、

きちっと評価というのは出していかないといけないものだと思うんですね。業

者委託できるような性格ではないと思うんですよ。だから、その点はちょっと

私、納得いかないんですが。それと、住民の方の参加というのは、この予算上
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で言うと、おそらく保証はされていないと思うんですけれども、その総合計画

策定に当たって、住民参加というのをどのように考えておられるんですか。 

○議  長  

 はい、総合政策課長。 

○総合政策課長 

 まず、１点目の４次総の実績評価ということにつきましては、基本的に業者

の委託につきましては、サポート評価ということで、全面的に業者のほうにや

ってもらうということではございませんので、当然、職員の内部でするものに

ついては、それはやっていくということで御理解いただきたいと思います。 

 それと、住民の参加ということについてでございます。住民の意向を把握す

る、いろんな意見を把握するということにつきましては一定、アンケートの実

施であるとかワークショップとかパブリックコメント等の手法によりまして、

あるいは住民懇話会等によります意見の聴取をするということで、予算という

形では特には直接的には反映はしてこないんですけども、そういった住民の方

の意見を、当然集約すると言いますか、吸い上げるということも必要かと思い

ます。パブリックコメント等につきましては直接的な経費ではないんですけど

も。それから、アンケート調査、あるいはいまでも引き続きやっております住

民生活課の窓口におきます転入転出のアンケートですとか、そういった形での

できる限り、可能な限りに住民の皆さんの意向を反映するということにつきま

しては検討してまいりたいということで御理解いただきたいと思います。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、山口君。 

○６  番  

 さっきのコミバスの事業のとこですけれども、これ、完全に半額を国が補助

するということになってますけど、既存のいま走っている、西山間、それから

南部、これも含めて全部、要するに半額措置してもらえるという予算になって

いるんですが、それで間違いないですね。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 はい、そのように、それで間違いないというふうに判断してます。 

○議  長  

 はい、森田君。 

○４  番  

 コミバスの関連ですけども、停留所とかの整備費はこのどこに。この項目じ



 

－１０４－ 

ゃないと思うんですけど、どこかに入るんでしょうか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 工事請負費の中で見ようかなと思ってます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、下中君。 

○１３番 

 ５５ページ。自主防災組織の結成支援金ということで１８０万計上されてお

ります。ここ二、三年前からかなり結成が続いており、喜ばしいことですねけ

ども、新年度について何カ所かそういう傾向にあるとか、立ち上げがあるとか

いうのがあれば、説明願いたいと思います。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 ２２年度でかなり進んだんですけども、それをまだ、２２年度内にすべて立

ち上げられるかどうかわからない部分もございまして、これは最大限一応１８

０万円、県のほうでは見てもらえますので、枠として１８０万円を持っていま

す。いまのところ具体的に、２３年度でここは確実なというふうなところにつ

いては少し、まだ集約し切れていないというふうなところでございます。 

○議  長  

 はい、下中君。 

○１３番 

 まだまだもう少しというところでございますけれども、町としても積極的に

働きかけて、多くの団体が結成できるように支援を願いたいと思います。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、髙幣君。 

○９  番  

 ５５ページのコミュニティバス推進事業費のところで、さっきは停留所の話

もありましたけれども、負担金補助金及び交付金のところで３００万円、地域

公共交通会議負担金というのが計上されているんですが、これ、ちょっとどう

いう意味か教えていただけますか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 
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○総務財政課長 

 地域公共交通会議というのは法定の会議で、いま現在、これを中心に連携計

画づくりを進めています。一応の予定というかいまの計画では、今年度中に連

携計画をつくって、次年度以降もその連携計画の進捗状況を見ながら、試験実

証運転に向けて、この法定の交通会議を中心に進めていくというふうなことと

していますので、ここに、いま現在コンサルを中心に入れてやっているんです

けども、コンサル費とか、また公共交通会議としていろいろと、先ほども言い

ましたけども、公共交通への誘導のためのモビリティマネジメントと言うので

すか、そういった事業なんかをしていくというふうなための予算でございます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、総務費に対する質疑を終わります。 

 続きまして、民生費に対する質疑に入ります。６４ページから８５ページま

でお願いします。はい、植田君。 

○５  番  

 ６６ページの委託料で、２３年度は介護保険第５次の策定業務に入ると思う

んですが、ここで、策定委託料として４００万円計上されているんですが、４

期のときは２１０万円の委託料だったんです。今回、４００万でほぼ倍近い委

託料になっているんですが、なぜこうなったのか、そこら辺の説明をしていた

だけますか。 

○議  長  

 はい、福祉課長。 

○福祉課長 

 今回、見積もりを幾つかとらせていただきました。その結果、出てきました

数字として４００万、実際、言いますともう少し高かったんですけども、実際、

入札してもっと安くなるということを前提に４００万ということで計上させて

いただいた次第です。 

○議  長  

 はい、植田君。 

○５  番  

 あんまりようわからん。じゃあ、たしかこれ、４期のときも幾つかの業者が、



 

－１０６－ 

策定委員も入ったのかな、いろいろプランを説明もしてもらいながら決めたよ

うな経緯があると思うんですが、４期のときに２００万円しかかかれへんかっ

た委託料が、何で今回、５期するのに倍近うかかっているのか、いまの説明で

は余り説明になってないと思うんですが。当然、４期の策定のとき、どれぐら

いかかったかというのは、基本的にはそれを踏まえて、今回、５期での委託料

をどれぐらいにするのかというのが当然あったと思うんですが、それが何でこ

んだけ倍近くになるのか、もうちょっとちゃんと説明していただけますか。 

○議  長  

 はい、福祉課長。 

○福祉課長 

 ４期の段階の資料はいま持っておりませんけども、今回、４００万円という

ことで予算計上させていただきました。これは当然、４月にプロポーザル方式

によるコンサルの業者選定から含めて、運営協議会を兼ねての策定委員会を４

回開催するということと同時に、介護保険事業計画策定の実態調査、これは国

の基準の分も含めてございます。認定者自身の直接の調査、あるいは一般高齢

者の調査等も含めてさせていただきました。それと、それに伴うデータ集計、

分析、計画策定、目標等の予測等も含めてさせていただいたと。策定委員会の

記録作成から計画案の作成、計画図書の製本、これは本編２００部、概要版３，

０００部の印刷も含めての経費として、予算計上に際して見積もりをとらせて

いただいた経緯の中で４００万という数字が出てまいりましたので、そのとお

り計上させていただいた次第です。実際、入札しますと、さらに安くなると思

いますけども、現時点では４００万という見積もりが出ております。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 いまのね、細かく言ってくれたんやけど、だから３年前のその２００万、も

う決算が出ているわけやから、それの数字と、それからいま説明した積算根拠

を資料で出してください。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、髙幣君。 

○９  番  

 これは６４ページから６５ページの関係なんですが、社会福祉費で一般財源

１億６，７５０万７，０００円、一般財源から出てるんですが、その中でお尋

ねしたいのは繰出金。これは６５ページ、国民健康保険会計への繰出金が１億

２，３６３万７，０００円と、こうあるんですけれども、これは国庫分は入っ



 

－１０７－ 

てないんですね。このまま、一般財源からこの１億２，３６３万７，０００円

が充当されるんでしょうか。ちょっと教えてください。 

○議  長  

 はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 ただいまの繰出金の国民健康保険特別会計への繰り出しでございますが、一

般会計のほうでですね、国庫補助金として保険者支援金分というのが８００万

円、歳入で計上しております。また、県の補助金として、保険料の軽減分とし

て４，６７５万円、この両方を合わせてですね、県のほうが計上しております

ので、その分は歳入で入っておるところでございます。 

○議  長  

 はい、植田君。 

○５  番  

 ６５ページの社会福祉協議会の運営費補助金、今年度１，０００万ほど増え

てます。この２３と２２年度の補助金の中身ですね、詳細を出してもらって、

今年度１，０００万増えた理由ですね、そこら辺、ちょっと示していただきた

いというのが一つ。 

 それと、６６ページのところの主要事業のところにあったと思うんですが、

緊急医療情報キットの配布の分が、６６ページの老人福祉費のもろもろの分に

あると思うんですが、その詳しい中身というのが。この中のどれがその分に何

ぼぐらい充当されるのかというのをちょっとわかれば、説明していただけます

か。あれやったら、資料でも構いませんので、とりあえず中身。 

○議  長  

 はい、福祉課長。 

○福祉課長 

 すみません、ちょっと時間とりました。救急医療情報キット、昨年からいろ

いろ仮の名称で申し上げております。これは２３年度実施をさせていただきた

いと思っております。キットの配布事業全般では６５１万８，０００円になり

ます。これは、緊急雇用を活用して、具体的に配布をするということも含めて、

配布だけではなしに、聞き取りをしながら記入をさせていただいたり、あるい

はその配置も含めて徹底をするということにさせていただきます。 

 まず、賃金では２人、緊急雇用ということで掛ける１２カ月、３７５万２，

０００円、これは賃金と通勤手当等も含めての経費でございます。次、共済費

ということで５９万４，０００円、これも２人分計上しております。これは雇

用保険、社会保険料等の金額でございます。 



 

－１０８－ 

 次に需用費でございますけれども、１４１万２，０００円、これは消耗品と

いうことで緊急医療情報キット。当初５００円ぐらいというふうに考えており

ましたけれども、特殊な容器でそれを特許として申請しておりました会社がご

ざいまして、私たちの考えと合致をしましたので、それを導入をさせていただ

くということで、単価３２０円掛けることの現在、３，５００を想定しており

ます。これで１１２万円。これに伴うパンフレット、３０円掛けることの３，

５００枚ということで１０万５，０００円。事務用品ということで合わせて２

万５，０００円。次に、配布に際して車の燃料費ということで１６万２，００

０円。印刷製本費ということで、パンフレット、それ以外に作成をさせていた

だきますが、これはちょっと別ですが１０万５，０００円を計上させていただ

きました。先ほどとちょっと重なりますけども、先ほどのパンフレットのとこ

と同じことでございます。 

 役務費ということで４万円、これは自動車の損害保険料でございます。次、

配布に際しての使用料、賃借料ということで、車のレンタル料、年間で７２万

円。ざっとそれぐらいになると思います。 

 以上でございます。 

○５  番  

 それも資料で出してもらえますの。 

○福祉課長 

 資料ですか。 

○５  番  

 はい。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、繁田君。 

○１２番 

 同じく資料請求なんですけれども、６６ページの委託料、老人福祉センター

運営委託料１，８７０万円、この内訳を示していただく資料のほうもお願いい

たします。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、下中君。 

○１３番 

 ８３ページ、平和啓発推進費ということで、これ、私、毎年伺っております

ねけども、実行委員の方には大変お世話かけて、貴重な催しということで私も

参加もさせていただいて、史料も出させていただいております。昨年はやや史

料が少なかったような気もいたしますので、今年度も開催されるということで、



 

－１０９－ 

できるだけたくさんの方に史料を出していただくように要望させていただくと。

戦争世代の方もだんだん少なくなってきておりますし、それと、本年、日米開

戦７０年ですかな。戦争が始まったのを記念するというのもおかしい話でござ

いますけども、やはり、そういう意味合いも踏まえて、できるだけたくさんの

方に呼びかけていただくという方策がいいのではないかと思いますが、その点

いかがお考えですか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 いま、議員がおっしゃられたようなことは、私たちもぜひ何とかそのように

していきたいと。既に、実行委員会のほうも立ち上がって、２回、会議も開い

てもらってます。そうやって、意気込んでやってもらってますので、１人でも

多くの住民の方に参加をいただいて、平和啓発を訴えていきたいというふうに

思っています。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、下中君。 

○１３番 

 それで、いま申し上げました日米開戦のそういう前後の部分についても、で

きるだけ出していただくような努力をお願いしたいと思います。 

○議  長  

 はい、繁田君。 

○１２番 

 ６７ページなんですけれども、委託料の中で障害福祉計画策定業務委託料３

００万円が計上されています。昨年、障害者団体との話し合いの中でですね、

実際に策定委員の中に障がい者を採用してほしい、選任してほしいという要望

が上げられていたと思いますが、この点についてはどのような計画をお持ちで

しょうか。 

○議  長  

 はい、福祉課長。 

○福祉課長 

 昨年、障害者団体の皆さんからいろいろ要望としては聞いております。しか

し、すべての障害の違いによって、個々入っていただくというのは、委員の数

についても際限なく広がるということも含めてあるので、一定程度制限をさせ

ていただきながら、代表に入っていただくということについては回答させてい

ただいた経緯があると思いますので、その方向で尊重しながら進めてまいりた



 

－１１０－ 

いというふうに考えております。 

○議  長  

 はい、繁田君。 

○１２番 

 すべての障がい者というとかなり広範囲になるんですが、大体、肢体・心身・

精神というふうな区分を国なんかでもされています。同じ身体障害の中でも、

視覚障害と聴覚障害であれば、生活実態も違うし、必要とする支援も当然違っ

てくるわけです。同じ福祉計画を策定するのであれば、課長の答弁とは逆にな

りますが、極めて広い範囲の障がい者を網羅する形で実際に委員に入っていた

だかないと、実効性のある計画づくりというのは難しくなってくると思うんで

す。だから、その点については、障害者団体とも協議を重ねて、十二分に配慮

をしていただきたいということは申し上げておきます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、衛生費に対する質疑を終わります。 

 これより、衛生費に対する質疑に入ります。８６ページから９５ページまで

でございます。はい、繁田君。 

○１２番 

 これも資料の提出を求めておきたいと思います。８７ページですが、王寺周

辺広域休日応急診療所の運営負担金５４４万４，０００円計上されています。

これは７町の多分、負担を按分比例か何かでされてると思うんですけれども、

７町の負担金のそれぞれの金額と、それから診療所の運営の実態といいますか、

どのぐらいのご利用があるのかという数値を出していただけたらと思います。 

 もう一つ、同じページなんですけれども、６，０５５万９，０００円計上さ

れております、検査検診委託料、これについては各種予防接種に対する委託料

というふうに聞いていますけれども、この中身も詳しくわかるような資料をお

願いいたします。 

○議  長  

 はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 資料のほう、提出をさせていただきます。 



 

－１１１－ 

○議  長  

 ほかに。はい、山口君。 

○６  番  

 全部、資料で結構ですけれども、去年も出してもらっている清掃センターの

焼却炉薬品類の医薬材料費の内訳、それから不燃物委託に係る費用、これは去

年は比較で出してもらっているんですけれども、去年もらっているので、予算

の分だけで結構です。２１年度は決算が出てるので、決算で不燃物処理委託料

の金額、わかるようにしてほしいのと、それから焼却炉の補修工事、年次計画

ということで去年も出してもらってますが、もし、ことしもあれば出していた

だければと。去年出してもらってますが、そのとおりでよければそれで結構で

すし、新たに変わってるところがあれば出していただきたい。この３点お願い

します。 

○議  長  

 はい、住民生活課長。 

○住民生活課長 

 準備をさせていただくようにします。 

○議  長  

 ほかに。はい、髙幣君。 

○９  番  

 ９４ページ、し尿処理費。ここでちょっとお尋ねしたいのですが、これは答

弁だけで結構です。今年度２億７，０００万円という金額が計上されておりま

す。前年度は２億９，１００万円、マイナスの２，１００万円ぐらいやと。今

年度はどういうふうな価格構成でこれを算出されているのか、答弁で結構です

からお願いします。答弁で結構です。資料は要りません。 

○議  長  

 はい、住民生活課長。 

○住民生活課長 

 し尿処理につきましては１トン当たりの処理単価が２万９，０００円という

ことになります。それから、処理トン数としては８，０６０トンを見込んでい

るところでございます。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 ３万１，０００円から２万９，０００円に、２，０００円単価が安くなった



 

－１１２－ 

と。ただ、８，０６０トン、実績で言えば、２１年度が８，０００トンをちょ

っと切ってましたから、公共下水道の接続が徐々に増えていくということを考

えれば、ちょっと多く見積もり過ぎてるんではないか。何か根拠がありますか。

あれば。 

○議  長  

 はい、住民生活課長。 

○住民生活課長 

 実績から見ますと確かに８，０００トンを切るような数字で昨年、また今年

度もいま推計を見ますと８，０００トンは切りそうな実績となってきておりま

すが、８，０６０トンとしておりますのは、その分、特に８，０００トンを切

った数字ということでなくて、一応、いまのところ８，０６０トンという計上

のもとにさせていただいていると。そういうところでございますので、御理解

いただきたいと思います。 

○議  長  

 ほかに。はい、窪君。 

○１０番 

 ８８ページの健康増進事業の１３番、委託料の検査検診委託料１，８７１万

７，０００円。この資料請求なんですけれども、今回この分が前年度よりたく

さん増額になっておりますので、この内容とここ二、三年の実績もあわせまし

て、胃がん、乳がん、子宮がん、大腸がん、肺がんの人数ですね、その実績も

あわせまして資料をお出し願えますか。 

○議  長  

 はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 そうしたら、資料として提出をさせていただきます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

○４  番  

 ９４ページのし尿処理費のところの土地施設利用料というのは今回初めて上

がってきたんじゃないかなと思うんですけど、具体的にどのようなものなんで

しょうか。 

○議  長  

 はい、住民生活課長。 

○住民生活課長 

 来年度の予算として土地施設使用料を上げさせていただいております。これ



 

－１１３－ 

につきましては、し尿中継地の土地並びに施設の使用料ということで計上させ

ていただいておるものでございます。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、森田君。 

○４  番  

 そうすると、去年と何か状況が変わったんでしょうか。 

○議  長  

 はい、住民生活課長。 

○住民生活課長 

 特に、土地及び施設につきましては、状況が変わったというところでもござ

いません。ただ、平成１９年度からだと思いますが、土地及び施設につきまし

ては、平群町のし尿中継地はいまの現行の場所で中継施設、中継地としてきた

わけでございますが、その土地につきましては一応、業者、土地所有者の好意

というのですか、それで町は中継地として位置づけをしてきたところでござい

まして、その場所あるいは施設につきまして、今回ちゃんと、土地及び施設に

ついては借用していくという方針で来年度は予算を計上させていただいたとい

うことでございます。 

 以上です。 

○議  長  

 よろしいか。ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、衛生費に対する質疑を終わります。 

 これより、労働費に対する質疑に入ります。９５ページから９６ページ。ご

ざいませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、労働費に対する質疑を終わります。 

 これより、農林水産業費に対する質疑に入ります。９６ページから１００ペ

ージまででございます。はい、山口君。 



 

－１１４－ 

○６  番  

 ９８ページの農林業振興費ということで、主要事業のほうにいろいろ書かれ

てますが、５ページの主要事業のほうで聞きますけれども、経営体育成事業と

いうことで、今回、これ、新規ですかね、４９４万８，０００円。全額、国庫

支出金ということになってますが、これは具体的にどのようなことをするのか

説明いただきたい。それからですね、その二つ下の活性化センター検討業務１，

０９３万２，０００円、これも県支出金。その下の地域産業活性化検討業務２，

８２４万９，０００円、これについても右のほうにちょっと説明はされてます

が、もうちょっと詳しく説明いただけますか。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 まずですね、経営体育成事業でございます。これは、昨年から事業実施を行

っております。昨年の補正予算でも上程をさせていただいております。２年目

でございます。 

 簡単に言いますと、農家が規模拡大をするであるとか、そういった機械器具

を購入をされるときに対して、その事業に対して国が３０％補助をしますとい

う、そういった制度でございます。だから、今回は４９４万８，０００円とい

うことで計上してますけども、これは個人が１名、あと団体・企業が二つとい

うことで、それに対して施設及び農機具の購入に対する補助であるという、そ

ういう事業でございます。 

 続きましてですけども、活性化センター検討業務と地域産業の活性化業務で

すね。この事業につきましては、これは新規事業でございます。どちらも緊急

雇用のメニューを利活用してということで、国のほうに申請して採択をされた

ということでございます。 

 内容ですけども、活性化センター検討業務、それと地域産業活性化検討業務、

ちょっと似通った名前なんですけども、これ、補助を採択を受けるということ

で、こういった名前にさせていただいております。どちらも農業に対する一つ

の委託業務であるということです。 

 活性化センターでいきますと、これは要するに農業活性化センター、道の駅

ですね。この部分の中の現状分析、また課題の整理であるとか、あと、いま特

に言われております第６次産業化による特産品のさらなる開発。要するに、道

の駅部分の中の売店またレストラン、そういったところの供給施設の強化を図

りたいというねらいでございます。 

 もう一つの地域産業活性化業務という、これも非常にリンクするんですけど
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も、これはですね、要するにこれも計画なんですけども、簡単に言いますと、

次年度、総合計画の見直しをされるという計画をされております。農業部門の

総合計画の部門計画に位置づけていきたいという、そういった思いがあります。 

 農業の問題に対しましては、確かに平群町は基幹産業は農業でございますけ

ども、全国的に高齢化であるとか担い手不足、平群町もこれは農家人口も減っ

ております。農地面積も減少ぎみであるということもございます。そういった

中で、いろんな分析等も行っていきたいということでございます。 

 それとあわせましてですけども、直売所、これにつきましての現状分析。こ

の直売所と言いますのは道の駅の直売所もございますし、ファーマーズマーケ

ット、このエリアの分もございます。もっと言いますと、加工処理施設、こん

なものも検討できないかということも検討していきたい。 

 あとですね、後継者不足ということで、集落単位での集落営農もしくは営農

組織、そんなものの組織づくりの検討もできないかと、こんなことも含めまし

て、今後の平群町の都市近郊農業をどのように展開するか、こんなビジョンを

立てていきたいという、こんな趣旨でございます。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 ちょっと具体的じゃないのよね。要するにあれでしょう。いろんな総合計画

の中の農業部門の計画ということで、コンサルにいろいろ企画を出してもらう

ということで、これ、金額、相当大きいですよ。ほとんど全部、国県支出金だ

からということなのかもわかんないけれども、もうちょっと考えた活用の仕方

が私はあるんではないかなというふうに。最後のほうで加工処理施設も検討し

たいとおっしゃってましたが、そこは大いに賛成なんですけれども、もうちょ

っと。雇用と言うのなら、これ、コンサルに任せたって平群町の雇用にはつな

がりませんよ。１点だけ、じゃあ、聞きますが、これで平群町の住民の雇用に

何人ぐらいつながるんですか。金額と人数。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 これはですね、業者発注をします。したがいまして、いまの時点で平群町の

雇用というのはわからないということでお答えします。 

○議  長  

 はい、山口君。 



 

－１１６－ 

○６  番  

 だから、それはそれで、そういうのも考えるのもいいけど、もうちょっと知

恵を使ってほしい。この間ね、全国的にはいろんなことが展開されてるんです。

小さい町でも村でも、その町の活性化のためにいろんなことがつながる。この

議会でも、多くの議員さんの中からもですね、いろんな意見も出てるわけです。

せっかく、こういう施策、国からほとんど全部金が来るんであれば、平群町の

雇用にも役立つように、農事法人の立ち上げとかもう数年前から引退した玉井

議員なんかも農事法人の立ち上げとか、そういうことも提案してたわけです。

だから、その加工処理施設なども検討するということであれば、これをてこに

ですね、コンサルに丸投げじゃなくて、実際に平群町に住んでる人たち、若い

人たちだけじゃなくてもいいですけれども、その人たちの雇用にもつながるよ

うな形でこういうものをですね、企画していただきたい。今回、もう予算が出

てますけれども、コンサルにある程度いろんな調査を委託するのはいいですけ

れども、その中でやっぱりきちっとした道筋をつけられるようなものに、そう

いう報告がですね、近いうちにできるように、できたらしていただきたいと思

うんですが、担当課長としてはどう思いますか。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 あのですね、緊急雇用の中でこれ、１００％補助です。これを利活用して、

地域産業を活性化するというのは担当課長として当たり前、当然のことだとい

うふうに思っております。その中でですね、委託の形式なんですけども、具体

的に我々が思っているその部分、また農家の方、地域の方が思っておられるそ

んなものをすべて包含した中で、仕様としてうたっていきたいなと、このよう

にも思っております。したがいまして、これは指名競争入札じゃなしに、基本

的にはプロポーザル、企画提案方式で行っていきたいと。ただいま山口議員が

おっしゃっておる町内の雇用ですね。町内の雇用につきましては、できるだけ

コンサル任せというんじゃなしに、できるだけこちらのほうからも働きかけて

いく中で、平群町の雇用をとにかく優先していただくような、そんな形にはと

っていきたいなというふうにも思っております。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 
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○議  長  

 ないようでしたら、農林水産業費に対する質疑を終わります。 

 それではこれより、商工費に対する質疑に入ります。１０１ページから１０

３ページです。ございませんか。はい、山口君。 

○６  番  

 １０２ページの観光費で、３，８６０万７，０００円、委託費。これは観光

基本構想、基本計画策定事業ということですかね。これは、中身としては主要

事業の中に書いてあるいまの分、そういうことですね。そうですね、１，５９

０。主要事業の６ページに書いてある、それとリンクするんだと思いますが、

それとですね、その下の椿井城・信貴山城整備事業１，５１４万９，０００円、

これの具体的な。これも緊急雇用の関係で県支出金が財源になっていますけれ

ども、具体的にどのようなことをするのか、もう少し詳しく説明いただけます

か。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 観光費の委託料でございます。３，８６４万７，０００円というのは、観光

基本計画と椿井城・信貴山城の計画を合わせた数字でございます。 

 まず、観光基本計画でございますけども、これはですね、昨年の１２月議会

で補正予算の可決をいただきまして、現在、債務負担行為を上程しまして、い

ま執行しておるというところでございまして、ことしになってから業者が決ま

りまして、ことし、来年ということで、これはふるさと雇用の１００％補助の

メニューでなっておるということでございます。 

 観光基本計画は２年目なんですけども、これは昨年の議会ででも一定説明さ

せていただいておるんですけども、一つの町の観光戦略の指針ということで、

いま現在分析を行っておるところでございます。２３年度につきましては、ワ

ークショップであるとかですね、観光の関係者で集まってもらった意見交換で

あるとか、そんなことも考えていきたいなと。あと、モニターツアーであると

か、観光のニーズ、そういったものを把握して分析する中で、総計の観光部門

の一つの計画にしていきたいなということで、観光部門の一つの計画であると

いう理解をしていただけたら結構かなと思います。 

 椿井城・信貴山城の整備計画ということで、これも緊急雇用の事業メニュー

を採択いただいて、事業実施を予定をしております。観光基本計画と非常にこ

れもリンクをします。椿井城につきましては、昨年ぐらいから地元の方々が非

常に積極的に登城道の整備であるとか、周辺整備を行っていただいておるとい



 

－１１８－ 

うことでして、別途で直営で椿井城については緊急雇用で臨時職員を採用して

るんですけども、これにつきましては、椿井城・信貴山城ということで、特に

平群町の観光の戦略の中でも、椿井城・信貴山城については情報発信が不足を

しているんじゃないかなということで、いま非常に大河ドラマでも注目をされ

ておりますけども、戦国時代の山城でありますので、ここを新たなスポットと

しまして、歴史人物、具体的に嶋左近、松永久秀、そういった歴史人物も交え

まして、ソフト・ハードともに情報を発信していきたい。そのための一つの基

本計画、調査業務であると、そういった形で県・国のほうに要望したというこ

とでございます。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 商工のとこで聞くのもあれなんですがね、いまおっしゃった信貴山城の松永

弾正久秀ね、大河ドラマの話もいま出ましたけど、あそこは織田信長の息子の

信忠に攻められて自害して、事実かどうかわかりませんが、有名な「平蜘蛛の

釜」というような焼き物もあったというような、それと一緒に自爆したという

ふうに言われているんですけれどもね。観光資源としていろいろ整備されると

いうのも結構なんですが、過去にも発掘調査などされてると思うんですがね、

これ、ちょっと植田課長のとこで聞くのも変な話なんですが、当然、その観光

資源として活用するにしても、歴史的価値とかですね、そういうものを発掘調

査の中できちんと位置づけもした上でやらないと、単にここは信貴山城で松永

弾正がいてましたというだけではだめだと思うんです。嶋左近にしても一緒で

す。関ケ原の合戦との関係でどうなのかと。椿井城だけきれいにしたって、そ

こに行くまでの道だって狭いわけですし。その辺、発掘調査で過去にどのよう

な城があったのかという、そういう歴史的な史跡的価値も含めてやられるのか

どうか、その辺はどうなんですか。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 当然ですね、これ、もしハード整備ということを考えるとすれば、事前の発

掘調査というのは当然のことながら必要になってこようかというふうに思いま

す。今回の委託業務で、その発掘調査をするか否かというところも含めまして、

その辺のところも調査検討していきたい。ただ、椿井城・信貴山城と言います

のは、城を復元するとかですね、そういった大がかりなことを考えてるんじゃ

なく、少なくとも椿井城に町内・町外の方が登っていただいて、あそこから信
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貴山城を眺望していただくという、そういった一つのきっかけづくりと言うん

ですか、そんなこともしていきたいなというところも考えておりますので、発

掘につきましても慎重に考えていきます。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 別に何も城を復元しろと、平城京みたいに大極殿、奥田知事時代からの何十

年のロマンをやっと去年完成させたということですけれども、そんなことは私

も思ってませんが、ただ、その城跡に立って、平群谷を望むなり信貴山を望む

なり生駒山を望むなりするにしても、こういうイメージだというものがある程

度あって、その歴史的背景がわかるからこそ楽しいのであってね。そういうこ

とが全然わからん人が何を見たって、普通に、「ああ、緑豊かなところだな」と

思うだけで、何のために整備してるのということになりますからね。それは何

もよそから来る人だけじゃなくて、平群町に住んでる住民の皆さんがそのよう

なロマンをかきたてるようなものにするためには、一定のそういう知識も必要

になってきますから、そういうことも含めて、これは村社主幹が一番詳しいで

しょうけども、その辺ともリンクしてね、やっていただきたいというふうに思

うんです。 

 それとね、もうこれはちょっと余計なことになるかわかりませんが、観光と

して平群町をいろいろ売り出そうとすれば、ほかのよその市町村でもいろんな

ことをやられているんです。大河ドラマというのは、みんなあれは売り込みで

成り立ってるらしいです、ＮＨＫへ。それが取り上げられるかどうかというの

はそれはもちろんいろいろあるんですが、以前来ていただいた木曽町の町長は、

あそこは木曽義仲の出身の町ですから、それを売り込んだことがあるらしいで

す。やっぱり、作家に売り込んだり、ＮＨＫに売り込んだり。だから、発信す

るとすれば、いろんなつてを通じてですね、いろんなところに発信していくと

いうようなことも大事になりますので、その辺も頭に入れていただければなと

いうふうに思います。これは意見です。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、下中君。 

○１３番 

 同じ部分で、観光開発ということで今回は椿井城、これ、１年前から地域の

方々も一生懸命やっていただいてありがたいことです。それと、信貴山城趾の

整備ということで充てられております。これ、私たちが小さい時分は、南久安
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寺から十分形が見えました。いまはかなり山が生い茂って大変になっておりま

すけども、それを整備されるということで、それはそれで結構ですねけども、

やはりここでもう一つ、私、予算計上できてなかったのが残念だと思いますの

はね、やはり、我々の持っている大きな資源である鳴川地区の観光開発に、こ

れはやっぱり力点を置いてほしいと思います。なかなか、修験道というところ

で神秘的な部分も残していかなければならないし、さりとてこの近辺にはそう

いうものがないということで、やはり売り出していくのが一番いいのかなと私

は思います。再々、一般質問でも申し上げましたけども、この部分について、

今後、鳴川地区の観光開発についてはどのような構想を持っておられるのか、

お伺いしたいと思います。 

○議  長  

 経済建設課長。 

○経済建設課長 

 鳴川の観光開発につきましては、下中議員からも一般質問をいただいており

ます。この鳴川につきましても、今回の観光基本計画の中で戦略、それをどう

していくかというのは打ち出していきたいということでございます。したがい

まして、観光基本計画といいますのは、信貴山も含めて、信貴山、鳴川、道の

駅、一つの観光のツールとなるべきそういったものをすべて掘り起こしていく

という、そんなことも含めて考えていきます。その中の鳴川というのは非常に

大きなポイントであるなと、それも考えておりますので、これは２３年度で考

えていきます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、商工費に対する質疑を終わります。 

 ２時３０分まで休憩をいたします。 

（ブー） 

休    憩  （午後  ２時１５分） 

 

再    開  （午後  ２時３０分） 

 

○議  長  
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 それでは、再開をいたします。 

（ブー） 

○議  長  

 これより、土木費に対する質疑に入ります。１０３ページから１１０ページ

でございます。質疑ございませんか。はい、繁田君。 

○１２番 

 資料請求をお願いしておきたいと思います。１０５ページの道路新設改良費

の中の工事請負費。これ、新設工事費と設置と維持補修工事、それぞれの内訳

をお願いしたいと思います。それから、もう一つ、１０８ページの公園管理費

の中の維持補修工事費２，６００万円余り上がっています。こちらについても

資料をお願いしたいと思います。 

 それと、１０７ページに計上されております委託料、これが資料によります

と、緊急雇用対策による県からの費用がおりてきて、企業誘致における基礎調

査業務の業務委託というふうになっているんですけれども、これは企業誘致を

図るための企業向けのパンフレットを作成するための調査という理解でいいん

でしょうか。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 まず、工事請負費、道路新設改良費の工事請負費の内訳につきましては後日

提出をさせていただきます。 

 それと、１０７ページの事業業務委託料１，６９９万１，０００円、この内

容につきましては、企業誘致の委託業務が１，６５４万１，０００円、あとは

耐震診断の関係が４５万という、こういう中身でございます。企業誘致の委託

業務でございますけども、現在、上庄地区で企業誘致ゾーンということで設定

をしておるわけですけども、ここのですね、まず地権者の意向把握、あと進出

意向のある企業に対する事前調査、あと面積のニーズであるとか、そういった

ものを調査分析をします。そういったものを踏まえまして、企業の誘致指針と

いうものを作成をします。あわせまして、土地利用の計画プラン、イメージパ

ーツ、そういったものをつくらせていただくということで、最後にパンフレッ

トを作成をして、企業の誘致活動を展開していきたいと、こういった業務でご

ざいます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、山口君。 

○６  番  
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 いまのとこでね、梨本地区については以前、補正か何かのときに、立地があ

るから来ようと思えば来られない企業もないでしょうけども、あと、上庄地区

についてもいまの計画というのは、その部分も含めて、ことし１年間でこれだ

けの予算を使って、いま課長が説明されたようなことをされるんでしょうか。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 企業誘致に関しましては、都市計画マスタープランの中で、上庄・梨本地区

の要するにバイパスの西側・東側ということで、全体で言いますと２５ヘクタ

ール以上の面積になるんですけども、いま現在バイパスの西側につきましては、

１社は内定しておるということで、西側につきましては、その１社に引き続き

まして２社目、３社目ということで誘致活動を行っております。東側につきま

してはまだ、現在山林の状態でありまして、ここにつきましてはもう少しです

ね、調査業務も含めまして、あと企業の意向も、その辺のところのニーズの把

握も行う中で誘致活動を展開していく必要があると。こういうことで、今回の

１，６００万の委託業務につきましては、緊急雇用のメニューを利活用しまし

て、そういった業務を執行したいという、こういうことでございます。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 もちろん、企業誘致、すべて悪いとは思いませんが、以前から指摘している

ように、平群町内の雇用や平群町内の地域の活性化につながるような、外部だ

けじゃなくて、外部中心じゃなくて、内部からのそういう企業誘致という、企

業をつくる、立ち上げる段階から考えていくべきだというふうに私なんかは思

うんですが、いま、１社内定しているとおっしゃいましたが、これは別に町内

じゃなくて、よそから来られる企業ということでいいんですか。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 内定している企業につきましては、三郷町の企業でございます。 

○議  長  

 はい、監理課長。 

○監理課長 

 先ほど、繁田議員の資料請求がありました公園管理費の工事請負費、維持補

修工事につきましての資料を提出させていただきます。 



 

－１２３－ 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、森田君。 

○４  番  

 １０５ページの道路台帳修正委託料ですね、これ、２年か３年前に道路台帳

をつくったところだと思うんですけども、これだけお金をかけて具体的に何を

やろうとしているのか。それとですね、先ほどの企業誘致ですけども、地権者

はすべて合意形成がなされてるんでしょうね。それが一つとですね、１１０ペ

ージの住宅費のところの工事請負費、もう少し具体的に教えて、内訳ですね。

公共下水道の整備というふうに聞いたんですけども、負担金が３０万というこ

とであれば３件じゃないかなと思うんですけど、それだけであればですね、金

額がちょっと合わないような気がするんですけども、その３点、ちょっとお教

えいただけませんでしょうか。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 まず、道路台帳の関係でございますけども、前回ですね、道路路線の見直し

を議会のほうで可決をいただきました。それに伴いまして、道路台帳の見直し

ということで、業務委託を発注して行ってきたという、こういった経緯はござ

います。今回の委託業務なんですけども、これもですね、緊急雇用のメニュー

でございます。の中で、現在、道路台帳につきましては紙ベースで、アナログ

で管理をしております。その紙ベースをデジタル化にします。データ化をしま

して、その道路台帳図及び調書を地理情報システム、ＧＩＳと言うんですけど

も、そのＧＩＳで関連づけまして、道路とあわせまして道路の附属施設、要す

るにガードレールであるとか側溝であるとか、そういったものも含めてＧＩＳ

管理をするということで。このデータ管理をすることによりまして、一元管理

ができるということと、これは即座に検索できますので、住民サービスの迅速

な対応もできるという、こういうこともございますので、切りかえていきたい

という、こういう業務でございます。 

 それと、２点目の企業誘致ゾーンでございますが、地権者は約４０名おられ

ます。４０名おられますけども、既に２回、地元説明会に入っております。そ

の中では、地権者は企業誘致に関してはおおむね賛成であるということでござ

います。ただ、具体的な価格であるとか、その辺についてはまだ、これから調

整していくということでございます。 

 以上です。 

○議  長  



 

－１２４－ 

 はい、監理課長。 

○監理課長 

 御質問の３点目の住宅の整備工事についてなんですけども、計画しておりま

すのは６戸でございます。負担金につきましては１戸当たり１０万円というこ

となんですけども、減免規定がございまして、公共団体の場合５０％減免とい

うことで、５万円ということになりますので、そのように、５万円掛ける６戸

ということで、予算計上をさせていただいております。 

○議  長  

 ほかに。はい、森田君。 

○４  番  

 いま、住宅のところで公共下水道をですね、６軒ということであれば、この

金額でいったら、べらぼうな金額になるんじゃないですか、単価的に。何ぼ、

これ。 

○議  長  

 加入負担金や。 

○４  番  

 いや、そうじゃなくて、工事費のところを聞いてるんですけれども。 

○議  長  

 工事費ね。はい、監理課長。 

○監理課長 

 工事費の中でですね、整備工事でこれが下水道のものでございます。それか

らですね、設置工事につきましては、今後ですね、一応いまのところおふろの

設置というのは終わったんですけども、更新等が起こってくるというものがご

ざいますので。といいますのは、ご自分で設置されているおふろですね、それ

を撤去されますと、こちらのほうでつけに行くということになりますので、そ

の分も来年度いろいろお聞きしておると、もう更新時期に来ているというとこ

ろもありますので、その分も含めて整備工事という形で計上させていただいて

おります。それから、維持補修工事につきましては、住宅のいろいろな補修と

か、その他のものを予算計上させてもらっているということでございまして、

下水につきましては、この中にあります説明の整備工事ということで４１２万

６，０００円掛ける６戸分ということで計上させていただいております。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、岡君。 

○３  番  

 ちょっと資料の提出をお願いしたいんですけどね、１０８ページのですね、
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駅周辺整備事業の事業費で、土地区画整理事業費負担金、それに事業補助金と

いうのが上がっておりますのでね。これがどういう科目でどれぐらいの形で出

てきているのかわかるような資料があったら出してほしいと。特に、駅周辺整

備事業の進行状況と関連して、どういう形で支出されていくのかというのがわ

かるような形でぜひ、資料を出してほしいと。お願いします。 

○議  長  

 はい、経済建設課長。 

○経済建設課長 

 駅周の負担金補助金、これがどのような形で支出するのかという、こういっ

た資料の請求であったかと思います。これは担当参事がいますので、調整しま

して提出するなりさせていただきます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、山口君。 

○６  番  

 １０８ページの公園管理費の工事請負費、資料請求、いまあったみたいです

けども、この２，６２５万３，０００円のうちですね、１２月補正で遊具の撤

去新設は出てましたが、さらにプラスになるということのようなんですがね。

この２，６２５万３，０００円のうち、遊具に係る部分は幾らですか。 

○議  長  

 はい、監理課長。 

○監理課長 

 基本的にですね、ほとんど大半が遊具の設置ないしは撤去ということで、中

にはですね、その他のさく等もありますけれども、基本的にはほとんどが遊具

の設置ないしは撤去に関する費用でございます。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 そうしたら、１２月議会で１，６９７万円の補正が組まれましたが、それも

まだ工事はやってないはずですから、これと合わすと４，６００万ぐらいの費

用を使って、町内にある公園の遊具を撤去新設するという、そういうことでい

いですか。 

○議  長  

 はい、監理課長。 

○監理課長 

 これにつきましてはですね、１２月補正をさせていただいた分、一部ですね、
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地元との打ち合わせが終了しない部分がございますので、ちょっと、全部が執

行できるというのはいまのところ難しいかなというふうに考えております。基

本的には２２年度、２３年度を合わせましての全体的な整備ということでやっ

ていきたいというふうに考えております。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、土木費に対する質疑は終わります。 

 これより、消防費に対する質疑に入ります。１１０ページから１１２ページ。

はい、森田君。 

○４  番  

 １１２ページの消防施設費のところの工事請負費、具体的な案件がわかれば

お教えいただきたいということと、消防整備の年次計画が以前提出いただいて

たんですけども、それから変更があればお教えいただけませんでしょうか。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 消防整備計画に基づいて、２３年度につきましては春日丘地域の防火水槽の

設置を考えております。それから、いま持ってる整備計画からの変更はござい

ません。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、消防費に対する質疑を終わります。 

 これより、教育費に対する質疑に入ります。１１２ページから１４５ページ

まで。 

 それに入る前に西本課長から発言を求めておりますので、発言を許します。 

○総務財政課長 

 申し訳ありません。午前中に私のほうから一般会計の予算の説明をさせても
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らった中で、教育費の関連で１４１ページなんですけども、教育支援活動促進

事業費について、これは新規事業で町民１人１スポーツを目的とした支援策の

事業というふうに申し上げたんですけども、間違ってございました。内容につ

きましては、学校支援地域本部事業分と放課後子ども教室分ということでの新

たな事業ということでございます。おわびして訂正させていただきたいと思い

ます。申し訳ありませんでした。 

○議  長  

 １１２ページから１４５ページ、教育に対する質疑、ございませんか。はい、

窪君。 

○１０番 

 １２８ページの大規模改造事業費なんですが、これ、学校の耐震化になると

思います。資料請求で学校の校舎、体育館の耐震化の一覧表をお出し願いたい

と思います。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 はい、資料、出させていただきます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、森田君。 

○４  番  

 同じく西小学校の耐震の委託料なんですけど、西小学校というのは将来的に

はなくなる学校でございますね。その期間のそれまでのスケジュールからいけ

ばですね、数年間あるわけなんですけども、何か、私、一般的に言うと整合性

が。いまのスケジュール、アクションプランとですね、整合性が合わないんじ

ゃないかなと。予算があるからといってですね、何かちょっと、いままでほっ

ておって。これはやらなあかんことは事実なんだけども、なぜ、これを急がれ

ているという理由が、もう一度詳しく御説明いただけませんでしょうか。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 各学校施設の耐震化についてはこれまでもお答え申し上げてますように、基

本的には体育館を含めてすべて２６年度中には終了したいということで進めて

おります。西小学校の体育館でございますが、これはアクションプランのとき

にも説明をさせていただいてると思いますけれども、学校の体育館、現在は学

校の体育館でありますけれども、仮に再編成がされた後もですね、これは、現
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在は社会体育の施設として各小学校、中学校の体育館を開放しておりますので、

これは引き続いて開放していきたい。そのためには耐震が必要だというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、森田君。 

○４  番  

 跡地利用をきっちり明確に出してもらわないとちょっと困るんじゃないかと

思うんですけどね。でないと、逆に言ったらつぶすのにお金がかかるわけです

から、つぶすのであれば。だから、その辺はその跡地利用をきっちり出した上

で執行をぜひともお願いしたいという意見として申し上げておきます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、繁田君。 

○１２番 

 １４１ページの教育支援活動促進事業費、いま西本課長のほうから訂正の御

説明があったんですが、これ、予算の説明書の中でもね、学校支援地域本部事

業と放課後子ども教室を一体化した教育支援活動促進事業っていう新規の事業

のようなんですが、具体的にこれはどのようなことをされるんでしょうか。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 これはですね、説明が少しややこしいんですが、現在の学校支援地域本部事

業はですね、平成２０年度から、当初から３年限定の事業ということで始まり

ました。放課後子ども教室も一緒なんですね。それで、２２年度で基本的には

事業が終わるというのは少し変な言い方ですけれども、当初予定していた国の

補助事業としての事業は基本的には終わるということになります。それで、じ

ゃあ、来年からどうするのかということで、学校支援地域本部事業も放課後子

ども教室もそれぞれですね、それぞれの地域で軌道に乗ってきておりまして、

非常に重要な事業として位置づけをされてる中で、まだ現在ですね、国のほう

が具体的な計画がはっきり示せていない状況になってるんですね。県のほうも

何回も問い合わせをしていますけれども、ここにありますように、教育支援活

動促進事業という名前で、学校支援地域本部事業と放課後子ども教室を合体さ

せたような、つまり、少し推測の部分もありますが、放課後子ども教室を学校

支援地域本部事業のボランティアですね、地域の力でもって放課後子ども教室

のようなものも運営できたらどうかなという、そういうニュアンスがあるんで
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はないかなというふうに感じているんです。県のほうもですね、その辺は国と

の関係もあって、具体的にいまどういう事業で補助金がどれだけついてという

ふうなことはまだ一切はっきりされていないんですけれども、おおむねですね、

一定の例えば学童保育をやっているところには、例えばですけれどもね、３０

万円程度のというふうな話も、これは全くはっきりはしてないんですけれども、

事前にはそういった話も聞こえてはきています。 

 ですから、いま申し上げているのは、一定のそういう新たな事業をする中で

補助金の期待も幾らかできると。それに向けて、平群町のほうもこれまで３年

間、西小学校で放課後子ども教室をやってきましたし。これは大きな成果を上

げたというふうに自負もしておりますので、そういう意味ではそういう部分と、

それから地域の力で学校を支援するというのは、各４小学校ともですね、非常

に大きな力になっていますから、そういった部分を引き続き継続をしていける

ようにというふうに考えています。 

 以上です。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、山口君。 

○６  番  

 主要事業一覧表の教育委員会の事務局費の中に、小学校再編成推進事業とし

て４６５万８，０００円。これも緊急雇用で財源は見てるみたいですが、人員

配置ということになってますが、具体的にどのような人を配置して、どのよう

な仕事をされるんでしょうか。本体の予算というか、今年度組む予定だった土

地代とかですね、用地買収とか設計とか組んでないわけですから、これだけ組

んでるのも変な話ではないかというふうに思うんですがね。これはどういうこ

とでしょうか。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 いまおっしゃっていただきましたように、緊急雇用でですね、事業採択を受

けて、職員の配置を考えています。本体のといいますか、先に説明しました設

計費及び用地購入費については、今回の予算には上げていないという説明をさ

せていただきましたが、しかしですね、小学校の再編成そのものを基本的に遅

らす、あるいは見直す、あるいはやめるという考えは基本的にはございません。

そういう意味ではですね、小学校再編成を進めるに当たって、いまからですね、

いろんな課題が予想されます。それを一つずつ具体的に解決をしていくために、

緊急雇用での人的採択をいただいたわけであります。２人ということで考えて
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おります。 

 一つはですね、やはり大規模改修というものを伴いますから、建築の関係で

すね。こういったところに一定の知識のある方がどうしてもやっぱり必要にな

ってくるであろうというふうに一つは考えています。もう一つは、具体的に学

校を再編成するに当たって生まれてくるさまざまな課題を地域の方々や学校現

場、あるいは保護者や子どもたち自身、そういった方々と協力をしながら課題

を解決をしていくための、そういう検討部会を立ち上げていきたいということ

を申し上げておりますから、そういった形で再編成にかかわっての仕事を進め

ていただく方を考えています。以上の２名を緊急雇用で考えています。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 ４６５万８，０００円で２人。いま、１人は建築に精通している方、もう１

人は検討部会などを立ち上げてそれを進めると。相当専門的な能力のある方で

ないとできないんですが、２人で４６５万というか、１人２３２万９，０００

円ということになりますが。そんなん、来てくれる人いますかね。非常に疑問

に思いますけど、その辺はまだ４月からですから、もう当たっておられるのか

どうかは知りませんが、そういうめどはあるんですか。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 現在のところのめどは、これは緊急雇用でございますから、具体的にはです

ね、ハローワーク等を通じて募集をさせていただいてということになります。

金額はですね、これは確かにおっしゃるとおりで、そういう金額で来ていただ

けるかどうかという心配も我々もしています。ただ、一番当初にですね、総枠

の中で人件費については、例えばパソコンのリースであるとかですね、そうい

った部分も当然その中には含んでいますから、人件費に一定の部分を振りかえ

ていくということも可能でございますので、できるだけそういう形に、現状に

合うような形にしてですね、その仕事に合うような方に応募をいただけるよう

に努力をしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、戎井君。 

○１  番  
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 総括質疑のとこで、審議のとこでこんな細かいことを言うて恐縮なんですが、

１４０ページの１８番に観光文化交流館と書いてあるのですが、これはあすの

す平群のことですか。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 はい、そのとおりです。 

○議  長  

 はい、戎井君。 

○１  番  

 あすのす平群というのは通称なんですか。正式には観光文化交流館というん

ですか、それとも図書館というんですか。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 正式には観光文化交流館といいます。あすのす平群は通称ですね。 

○議  長  

 はい、戎井君。 

○１  番  

 その次のページに備品購入費が１８４万３，０００円に上がってるんですけ

ど、これはどういう算出根拠で出されるんですかね、１８０万というのは。ご

めんなさい、図書購入費ですね。１８０万円が図書購入費。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 この１８０万円の根拠というのは非常に難しいんですが、これは、観光文化

交流館の図書館部門の図書の充実ということで、できるだけ早くたくさんそろ

えたいんですけども、それも全体の財源との関係で、この程度の予算を計上さ

せていただいているというふうに御理解いただきたいと思います。 

○議  長  

 はい、戎井君。 

○１  番  

 たくさん買うてくれるのはいいんですよ。私も大いに利用してますから。た

だ、入らへんのちゃいまっか。あそこ、狭すぎて。何か考えないと、何ぼ本買

うても展示できへんと思いますよ。その辺はちょっと考える必要があると思い
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ます。 

○議  長  

 はい、教育委員会総務課長。 

○教育委員会総務課長 

 おっしゃっていただくことはよく理解しています。協議会の中でもですね、

単にあそこに本を置いてそれを見ていただくということだけではなくて、いま、

本の個々の貸し出しもあるんですけれども、例えば一定のですね、まとまった

ものを学校単位で貸し出すとかですね、そんなことも含めて有効活用ができる

ようにということで。それと、たくさんの方のボランティアの協力をいただく

中で、蔵書の整備も進めておりますので、ぜひまた御活用いただければという

ふうに思います。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、下中君。 

○１３番 

 １４２ページ、市町村対抗子ども駅伝についてちょっとお伺いいたします。

ことしも、この間、３月６日ですかな、開催されたと思っております。かなり

優秀な成績であったと聞いておりますが、結果をお知らせ願いたいと思うのと、

やはり、こういうふうにして、対抗駅伝で子どもさんたちが出て。私が一番思

うのは、将来京都の高校駅伝で走っている姿、また箱根駅伝を頂点とする各駅

伝であろうとびわ湖駅伝であろうと、そういうところで走ってる姿を楽しみに

待ってるところでございます。かつて、若葉台の方が大学駅伝でかなり活躍さ

れたということも目に焼きついておりますので、それについても今後、この方

面に教育委員会として心血を注いでいただきたいと思いますので、その点よろ

しくお願いします。 

○議  長  

 はい、どうぞ。 

○教育委員会総務課長 

 結果でございますが、全体で３７チームが参加をされました。その中で、市

町村全体の中で８位と。昨年は７位ということでございましたが、順位は一つ、

全体では落ちたということになるんですが、町の部というのがございます。町

の部は昨年は３位でございましたが、ことしは２位ということで、非常にいい

成績を上げてくれました。喜んでおります。 

 

「町村」の声あり 
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○教育委員会総務課長 

 すみません。町の部じゃなくて、町村の部です。間違いました。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、教育費に対する質疑を終わります。 

 これより、災害復旧費に対する質疑に入ります。ございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、質疑を終わります。 

 これより、公債費に対する質疑に入ります。公債費に対する質疑ございませ

んか。はい、山口君。 

○６  番  

 これも資料として、償還見通しをですね、どの時点になるのか、一番直近の

時点でということで、資料として出していただきたいと思います。 

○議  長  

 はい、総務財政課長。 

○総務財政課長 

 資料を作成したいと思います。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、公債費に対する質疑を終わります。 

 これより、予備費に対する質疑に入ります。予備費に対する質疑ございませ

んか。 

 

「なし」の声あり 
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○議  長  

 ないようでしたら、予備費に対する質疑を終わります。 

 これより、一般会計歳入全般についての質疑に入ります。はい、山口君。 

○６  番  

 全体のとこでもちょっと言いましたけれども、個人住民税が非常に落ち込ん

でます。新年度では９億６，６７９万円と、１０億を切ってるわけですね、個

人住民税。２１年度決算では１１億７，５００万ありましたから、実に２億円

以上減るんですね。実際の決算はどうなるかは別にしてですね、去年、２２年

度においても途中で補正で７，０００万ほど減額補正してますから、非常に状

況としてはですね、平群町住民の所得そのものが大きく下がっている。どのよ

うに分析されてますか。 

○議  長  

 はい、税務課長。 

○税務課長 

 いま議員御指摘のようにですね、本当に、特に所得割分が、所得が非常に落

ち込んでいるというのがそのとおりでございます。特にですね、私どものほう

としましては、この２２年度の決算もあるんですけども、いま現在、会社のほ

うから給料報告、源泉徴収票が１月３１日までの締め切りをもって報告、送ら

れてきます。それをもって課税に反映していくわけでございますけども、その

分がですね、いま現在、２月末ぐらいを。まだ給料報告書、来ておりますけど

も、同じ２月末現在のときと比べてみても１５０人程度、特別徴収義務者が減

っております。この中でも、当然、特別徴収されてますけども、課税対象者と

課税対象者でないという方も分類されますけども、最終的にはこれから分類は

するんですけども、２月末、去年と同じ時期に比べても１５０人程度減ってる

ということも踏まえればですね、やはり２２年度の９月に約７，８７９万、減

額をせざるを得ない状況から、なおかつまだ、その同程度の分程度はですね、

この状況から見ればまだ減る、減額せざるを得ない状況かなというふうに推測

をしております。ただ、６月に賦課決定をしますけども、７月の課税状況調査

によって明らかに所得がどれぐらいになるのか、特別徴収義務者が幾らになる

のか、例えば確定申告の状況を去年と素早く比較できるということになります。

そのときにまた状況が大きく変わればですね、もちろん、議員の皆さん方に報

告もしなければならないと思っておりますし、いま山口議員が申されたように

ですね、先の見えない税収の予算を立てなければならないという非常に選択の

厳しい予算編成になっていることを御理解いただきたいというふうに思います。 
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○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 税務課長に聞くのは僕はちょっと筋違いだと思うんですよ。いまのは数字で

ね、要するに給与所得者も減って退職者が増えているというのは、これはこれ

で、当然高齢化の中では出てくることですし、平群町の場合、人口も減ってい

る。国全体でも景気の悪化等いろいろあって、雇用情勢も非常に悪い。それが

あらわれてると思うんです。ただね、よそも全部そうかと言えば、そうでない

ところもあるわけですよね。私は細かく調べたわけじゃありませんが。特に平

群町はひどいんではないかというふうな思いを持ってるんです。だから、これ

はですね、町全体でなぜそうなってるのかを考えないとだめなんです。はっき

り言わせていただければですね、いまの岩﨑町長の町政姿勢が、住民負担増と

福祉切り捨て、これもやっぱり大きな影響をしていると思うんですよ。住民が

減る、若い人たちが入ってこない。前も言いましたけども、斑鳩町に比べて平

群町は子どもの人数が１ポイントも低い。その辺をね、やっぱり考えるならば、

どうするかという総合的な政策を考える。予算を立てるにしたって、それが一

番大事だと思うんです。だから、今度これ、２１年度に比べて２億円も個人住

民税が減ってるということをしっかり受けとめてですね、どういう施策を立て

るかということに生かす必要があると思うんです。いま、経堂課長の答弁はで

すね、現実にこういうふうに減ってきてますという話であってね、なぜそうな

ったかという分析にはならないわけです。それは当然、総合政策課か総務財政

課がですね、町全体としてやるべきことですから、それを聞いてるんであって、

そっちを答えてください。 

○議  長  

 はい、総合政策課長。 

○総合政策課長 

 ただいまの御質問にお答えいたします。確かに税収が減っているということ

につきましては、いろいろと個々分析があると思います。一つ、町の活性化と

いうことにつきましては、まずは人口であるかなと。人口の流出、特にこの数

年の人口の減につきましては、いろんな原因があるかと思うんですけれども、

いま、最近の、平成２２年の国勢調査の人口動態を見ましても、奈良県全体の

人口が減ってきていると。ほとんどの、奈良県内で増えてる市町村というのは

数が少なくて、逆に減ってる市町村のほうが多いという状況でございます。そ

れにはいろいろと、個々、市町村それぞれの状況によって要因が異なってくる

かと思います。特に、平群町の場合につきましても、住民生活課の窓口で行っ
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ています転出のアンケートによりましても、結婚、就職等によって一たん町外

に出られている若者が多いというふうな状況もございます。そういったことも

含めて、やはりこれから第５次総合計画を策定する中でも、いろいろと分析検

討していく必要があろうかと思います。 

 以上です。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、一般会計歳入全般に対する質疑を終わります。 

 以上、議案第２１号 平成２３年度平群町一般会計予算に対する質疑を終結

いたします。 

 これより、各特別会計予算に対する質疑に入ります。 

 議案第２２号 平成２３年度平群町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算に

対する質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。はい、山口君。 

○６  番  

 現時点での滞納額、直近のわかっている数字で結構ですが、滞納額が幾らか。

それからですね、２２年度末の、去年も赤字が出てましたから、２１年度決算

も赤字が出てましたから、２２年度末の収支見込み、あわせてよろしくお願い

します。 

○議  長  

 はい、税務課長。 

○税務課長 

 ただいまの御質問でございます。住宅新築資金等の貸付事業のいま現在の滞

納額は１億３，１１４万９，０００円でございます。先ほど、山口議員のほう

から２２年度の決算見込みということでございます。いろんな要素がかみ合い

ましてですね、２２年度、確定ではございませんけども、一つは、前年度に補

正をさせていただきました公債費の借りかえの部分でですね、郵政から労働金

庫のほうに返済をされる最初の月が１１月からになります。１１月と５月とい

うことで、この２回分を本来返済しなきゃならないんですけども、１１月分の

みで、５月がだんだん順番にずれていくというようなこともございまして、そ

れがまず４００万程度、今年度については、２２年度については返済する必要
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がなくなったという要因もございますし、滞納額の徴収も若干増えております。

いろんな国の施策の補助金も若干増えているということも含めましてですね、

２２年度分の歳入歳出で見れば、約１，０００万程度は黒字になるだろうとい

うふうに思っております。いま、３，２８０万ほど累積赤字がございます。約

１，０００万程度黒字に、単年度収支がなるわけでございますので、累積が１，

０００万程度減って、２，２８０万程度になるというふうに現在のところは予

測しております。 

 以上です。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 去年、２１年末の滞納が１億５，５００万ほどあって、いま、課長の説明で

すと１億３，１００万、これは途中、年度末じゃないですけども、大分減って

るということですよね。２，４００万ほど減っている。収支見込みも２２年度

についてはプラスに。その要因については借りかえとかいう話もいまされまし

たけれども、これでいくと、大分、もともと２１億の借り金、それにプラス利

息があって、２７億７，０００万ぐらいが返す総額になるというふうな説明を

ずっとされてました。去年の時点では、残っている返済額がですね、国に返さ

なあかん金が４億ぐらいだったと思うんですが、いま現在でどれぐらいに今後

の返済予定額はなっていますか。 

○議  長  

 はい、税務課長。 

○税務課長 

 個人の償還の返済額ということでよろしいですか。あと、残りの今後の返済

予定額が３億３，５００万程度ということで、よろしくお願いします。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、２２号に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第２３号 平成２３年度平群町国民健康保険特別会計予算に

対する質疑に入ります。はい、山口君。 

○６  番  
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 ２２年度、それから今度の新年度、２３年度の見込みで結構ですけれども、

現年度調定額、それから加入世帯数、加入人数、それぞれ数字でよろしくお願

いします。 

○議  長  

 はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 ただいまの御質問でございます。２３年度予算の調定のほうでございますが、

現年分の調定が約６億３，６００万ですね。それから、滞納の繰り越しに関し

ましては１億３，１００万程度というふうに試算をしております。それから、

加入の人数でございますが、いまのところですね、申し訳ございません、約５，

９００人程度ということで御報告させていただきます。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 あのね、何が知りたいかというとね、それぞれの現年度の調定額を出しても

らって、それを加入世帯や加入人数で割れば、１世帯当たりの平均の保険料、

保険税が出るわけですよね。平群町、年々減ってるんです。率が一緒で減って

るということは、さっきの一般会計の歳入の話じゃないですけど、加入者の所

得も減ってるんですよ。だから、当然、税金も減るんです、保険税もね。そう

いうことをちゃんとね、町としてもやっぱり把握しないとだめやし、そういう

資料を出さないとだめでしょう。運協にはそれ、出てると思うんですけど。だ

から、それをすぐに言ってもらえれば済む話なんですよ。それが知りたかった

から、いま、まず最初にそれを聞いたんであってね。その大体の数って、もち

ろん月々に加入者数も世帯数も全部変わりますから、どこを平均とってるか知

りませんが、どこかの時点でとってもらえれば結構なんですけどね。３月末か

平均でもいいですし、それを聞きたかったんです。だから、２２年度と２３年。

まあ、２２年度もまだ、いま途中ですから、両方とも見込みで結構だから出し

てほしいと。だから、１人当たり、１世帯当たりの金額が知りたいということ

なんですね。資料で出してください。 

 それからですね、滞納の状況をいま聞いてなかったけど、ちょっとおっしゃ

ってもらいましたけれども、私が聞きたいのはですね、２２年の決算見込みの

滞納分の収入見込みは、この前の運協のあれでいくと約３，０００万円入って

くるというふうに出されています。で、現年度のですね、収入未済額の見込み

額というのは、じゃあ、いまさっきおっしゃったのかな、さっき聞いてなかっ

たので答えられたのでちょっとわかりませんが、もう一度答えてください。そ
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れから、新年度予算案では、滞納の徴収額を２，６５６万円で計上されてます

が、２２年度が約３，０００万で、それよりも１割程度低い金額で計上されて

るんですけれども、これはどういう根拠に基づくものなのかを明らかに、説明

していただきたいというふうに思います。 

○議  長  

 はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 申し訳ございません。前半の質問はですね、滞納の２２年度の分を。ちょっ

と申し訳なかったです。 

○６  番  

 それやったら、わかるとこだけ先に答えてください。 

○健康保険課長 

 全体的にですね、先ほどお話がありましたように、今年度、両方、税として

は約１，６００万落ちておりますので、その分でマイナスを見ておるというと

ころでございます。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 税が落ちてる。ただ、税が落ちてるというのは現年度分が落ちてるわけでし

ょう。滞納のほうについては、いろんな徴収強化をされているんだと思います

けれども、２２年度の国保の運協に出された決算見込みではですね、滞納の収

入見込みが３，０００万円ぐらいになってるんですよ。これ、ちょっと足さな

いとあれですけれども、なってるから、それに比べて２３年度の予算、新年度

予算での滞納の徴収が低いのはなぜかと聞いてるのであって、落ちてるからと

いうのは現年度でしょう、所得が減ってるからというのは。だから、滞納のほ

うで徴収率、多分これ、落ちてると思うんですよ、１割ぐらい。なぜ、落とし

てるんですかって聞いてるんですけど。 

○議  長  

 はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 申し訳ございません。滞納の徴収率が落ちているということでございますが、

滞納のことについては鋭意努力をしておるところでございます。ただ、これは

ですね、非常に難しい部分もございましてですね、やはり、例えば今年度であ

りますと、初めて競売ということを国保のほうでもさせていただきました。そ

ういったことも含めまして、いろいろと対策をとらせていただいておりますが、
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来年度も引き続いてこういった形のですね、滞納分の収入を確保できるかどう

かということでは、なかなか難しいのではないかというところから、そういっ

たことで予算を計上させていただいたところでございます。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 私は別に何も、むしり取れという立場ではありませんので、いいんですけれ

どもね。国保が高過ぎてみんな大変な状況になってる。その中でも無理して払

っていただいてる人が多いものですから、昨年というか今年度、非常に努力さ

れて、滞納の収入見込み金額が上がっているということでね、ちょっとお聞き

したんですが。 

 あとですね、一般療養給付費を１６億円計上されているんですね。これは全

部足してですよ。この予算書を見たってあかんから、こっちを見たら、運協に

出されたこの資料を見たらそうなるんですが、予算のほうの資料を見ればそう

なるんですが、実際問題、２２年度の決算見込みが１４億円台で、２３年度の

予算は１６億円も計上しているんです。昨年度予算が１５億６，０００万の計

上でしたから、それから見れば２．６％の増加なんですけれどもね、決算見込

みの１４億７，３００万円との比較では８．６％。年間１億４，０００万です

から、１カ月に１，１００万以上増えるというふうな予算組みをされているん

ですが、このことがね、１，０００万円の歳入不足の予算を組まざるを得なか

った理由になってるんではないかと私は思うんです。それで、この予算を立て

るときにある程度決算見込みをつくっているにもかかわらず、これだけ多くの

一般療養給付費を計上されているその根拠は一体何なんですか。前年度予算と

比べてつくられただけのことなのかどうか、その辺も含めて説明ください。 

○議  長  

 はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 ただいまの療養給付費に対する伸びが決算見込みに対してどういうふうな形

になっておるのかという御質問であったかというふうに思います。これにつき

ましてはですね、いま、議員お述べのような形でございますが、私ども、療養

給付費の伸びをどのように見るかというのは非常に難しいというのが正直なと

ころでございます。といいますのは、療養給付費の１カ月当たりのですね、こ

こで言います一般被保険者の分で言いますと、約１億円ぐらいから１億２，０

００万円程度、毎月ですね、療養給付費というのは該当することがあるわけで

ございます。そういたしますと、１カ月でですね、１，０００万もしくは２，
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０００万程度の療養給付費の積算が非常に、言えば当初予測を大きく上回った

り下回ったりするということがございます。そのような中で来年度予算をつく

るに当たりましてはですね、非常にいま、当然、過去の実績でありますとか傾

向でありますとか、例えばインフルエンザの罹患率でありますとか、もちろん

そういうことも含めて計算をさせていただきますが、どうしてもですね、予算

の中で見る場合はですね、対前年度比で見ますと、決算見込みにつきましては

当然ある程度の、言うたらもう実績が出ておりますので、非常にそういう意味

では、新年度予算をつくる場合を比べますと、まだ決算見込み、こちらのほう

も大変でございますが、ただ単に新年度予算と決算見込みを比べますと、そう

いう意味ではまだ、実数の部分が見込みの中では出てくるということでござい

ますので、そういった難しさというのは、私どもは非常にいろいろと試算をし

たりはさせていただきますが、難しい部分がございます。そういった中で、対

前年度比ではそういった伸び率になりまして、決算見込みと比べましたらそう

いった伸び率になるということで御理解のほう、よろしくお願いいたします。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 あのね、ここ３年ほどずうっとそうなんですよ。非常に高く見積もってね、

予算上はね、去年も４，０００万歳入不足の予算ですよ。去年というのは、こ

とし２２年度。２１年度もそうやったでしょう、２０年度はもっとひどかった

ですよね。７，７００万足りないという予算ですよ。予算はあくまで予算で、

医療費のことだからわからない、それはそのとおりなんだけど、同じことをず

うっと繰り返して、引き下げ要求を拒否する理由にされてるというふうにしか

思えないんですよ、この３年間の議論を見てるとね。そこに非常に私は不信を

抱かざるを得ないから。予算はどうにでも組めますから、意識的にそんなこと

をやってるのとちゃうかと、悪く言えばですよ、思わざるを得ないようになる

んですよ、だんだん。同じことばかりやられてるから。だから言うのであって、

課長がおっしゃるように、今年度は特に前期高齢者交付金がいままで低く見積

もっていたのがですね、２２年度途中で１億増えたということもあって、今年

度は６億６，０００万ほど一気に増やして見ている。ここはね、ある程度正確

になってきてるかなというふうには思うんですが、しかしね、何か引き下げな

いための予算を組んでるのか、悪く言えばですよ、と思わざるを得ないような

ことになってるということ。ここは何ぼ議論しても、いまの課長の答弁かて別

に間違いだとは言えませんから、わからんものはわからんですから、それはそ

ういうふうに聞いておきますが、私は納得してないということは言っておきま
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す。  

 事のついでにあと一つだけ、数字で明らかにしていただきたいのが、後期高

齢者支援金２億６，３００万円組んでおられます。今年度、もちろん厚労省か

ら数字が来るんだと思うんですが、１人当たりの単価が幾らで。単価と人数。

ついでにですね、２２年度、去年聞いたかもわかりませんが、単価と人数、教

えていただけますか。 

○議  長  

 はい、健康保険課長。 

○健康保険課長 

 後期高齢者支援金、歳出のほうでございますね。２３年度の積算といたしま

しては、４万６，８８８円で積算をさせていただいております。それから、な

お、２２年度は４万４，３７９円でございます。ただ、予算に計上をさせてい

ただいておりますのは、前々年度の精算分がございますので、その分の精算を

入れまして、こちらに計上いたしております２億６，３００万ということでご

ざいます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、議案第２３号に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第２４号 平成２３年度平群町水道事業会計予算に対する質

疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、２４号議案に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第２５号 平成２３年度平群町下水道事業特別会計予算の質

疑に入ります。はい、岡君。 

○３  番  

 下水道の２３年度計画の事業予算が９億８，５００万。猛烈な形で増えてい

っている。下水道整備のためにですね、いろんな形で拡大計画ができて、それ
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に基づいて計画を練って、実行計画が出たんですから、この数字自体は私、非

常に意欲的な数字でいいと思うんですけどね。実際、これ、できるだけの体制

が下水道課にあるのかなという気がする。例えば、この間の補正予算でもです

ね、結局３億３，０００万ぐらいが繰越明許と。６億５，０００万の当初予算

に対して３億３，０００万が繰越明許と。今度、２３年度９億８，５００万と。

１２億から出るようなこんな大きな工事になるんですけども、下水道管理費自

体を見ると、ちっとも増えてないと。それから、人件費もちっとも増えてない、

人数も増えてない。これだけ莫大な工事をですね、いまの人数で管理していけ

るのかなと。計画はできても結局、それだけの人員不足で全然事業が進捗しな

いという懸念を感じてしょうがないんですけどね。この辺の対応はどういうふ

うに考えているか、ちょっと教えてください。 

○議  長  

 はい、上下水道課長。 

○上下水道課長 

 この２３年から５年計画で促進事業をやっております。そうした中で、予算

要求のときにも当局にこういう事業をコミプラのとこ、団地の整備をすること

によって、下水道の進捗をするに当たって、人員的なものも専門的な人員の方

をっていう要望もしております。そうした中で、この２３年度の進捗を見なが

ら、人員不足が発生するとなったらまた、専門家のほうはハローワークなり、

そういう人を募集をかけていくというような考えもこちらのほうでは考えてお

りますねけども、いまのところ繰り越しも３億３，０００万ございまして、こ

としも工事費として６億９，０００万、設計等の基盤もすることによって、進

捗のほう、やさしいとこからの工事にはなっておりますねけども、菊美台、光

ケ丘というメーンを重視して、工事も進捗して、なるべく、いまの体制ではち

ょっとしんどいという面が出てきましたら、整備のほう、専門的な知識を持っ

てる方を雇用をしていきながら、早く進めていきたいというように考えており

ます。 

○議  長  

 はい、岡君。 

○３  番  

 じゃあ、現状人員でいまの段階ではできるという予測を立てておられるわけ

ですね。ところが、できない可能性も考えられると。私、できるはずがないと

思うのでね。これは、本当にやる気があったらその辺の体制の整備をしないと

ね、予算の工事費だけ増やしても、それを実行するための体制の予算を全然組

んでないっていう形の予算ならね、結果として繰越明許が膨大に膨らむだけと
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いうようなことになりかねませんので、ひとつ、よろしく御配慮のほうお願い

します。 

○議  長  

 この件については明確な答弁をいただきますために、３時４５分まで休憩い

たします。 

（ブー） 

休    憩  （午後  ３時３３分） 

 

再    開  （午後  ３時４５分） 

 

○議  長  

 それでは、再開をいたします。 

（ブー） 

○議  長  

 はい、上下水道課長。 

○上下水道課長 

 貴重な時間をとっていただきましてありがとうございます。先ほどの岡議員

さんの御心配をかけました件につきまして御答弁をさせていただきます。国の

交付事業のことにつきまして、２３年度予算につきましては、平成２３年度か

ら２７年度までの５カ年にわたる社会資本総合整備計画の期間内に柔軟な執行

も視野に入れてのことでありますので、御指摘のとおり、繰り越しということ

もあろうかと存じます。国に対する予算の確保という意味でございます。また、

組織の体制につきましては御心配いただいている御質問と存じますが、町の定

数管理計画とともにあわせて、今後万全の体制をとらせていただき、検討して

まいりたいと存じますのでよろしくお願いします。 

○議  長  

 ほかにございませんか。はい、山口君。 

○６  番  

 歳入のところで、下水道使用料がですね、昨年、前年度予算より減額してい

るんですけれどもね。これはどうしてですか。 

○議  長  

 はい、上下水道課長。 

○上下水道課長 

 一般のほうの件数は増えておりますねけど、工場排水のほうの減額によるも

のと存じております。 



 

－１４５－ 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 要するに、工場の加入者が減るということですか。いま入ってる人が、工場

で加入している企業が減るということですか。 

○議  長  

 はい、上下水道課長。 

○上下水道課長 

 当初見ていた去年の予算のペースでいきますと、ことしのほうが減るという

ペースになっております。だから、去年のほうの予算上は少し多めに見ていた

ということでございます。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 だからね、いやいや、いいんですよ。あのね、２１年度決算が５，６５７万

７，０００円ですよ。ほんで、予算より今度減って、２２年度予算が６，００

０万組んで、新年度予算で５，７００万やから。だから、企業が減るというか

企業分が減るからそうなると。ただ、じゃあ、この間つながれている、２２年

度に新たに公共下水道に接続した数というのは相当少ない数ということになる

んじゃないんですか。ちなみに、そのことも含めてですね、２２年度の加入、

いま現在で結構ですから、直近の加入戸数、それから来年度の新規の加入戸数

の見込み、新年度のですね、その数字、説明いただけますか。 

 議長、もう、遅うなるから、あした資料を出してください。 

 それから、利用料のね、要するに県への支払いですね。水道代１立米に対し

て１２６円の下水道使用料を取ると、個人の場合ですね。そのうち、県に支払

う金が半分でしたかね。その金額と、それから県に払う金が流域下水道維持管

理負担金ということで支出されているわけですが、新年度では３，３４０万。

これが新年度は要するに使用料収入に対して県に払う率がね、ばらばらになる

んですが、２２年度予算では６６．９％となるから、これ、企業との関係もあ

るのかどうか、これを説明できますか。なぜ、ばらばらになるのか。 

○議  長  

 はい、上下水道課長。 

○上下水道課長 

 すみません。それもあした、答弁させていただきます。 

○６  番  
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 あしたはないで。 

○上下水道課長 

 あさって。 

○議  長  

 はい、山口君。 

○６  番  

 答弁はまあええねんけど、資料のほうは出してくれるね。いいですね。いま

のは答弁まあ。 

 

「資料でもらえるやん」の声あり 

 

○６  番  

 これは資料で出しにくいやろうから。まあまあ、どっちでもええですわ。わ

かりました。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

○６  番  

 それともう一つ、１３ページの補償補てん及び賠償金で３，９３０万。これ

はちょっと、さっぱりわからんので、説明いただけますか。 

 

「資料で」の声あり 

 

○６  番  

 資料を。そうですか。 

○議  長  

 水道のほうが渡す補償費やないか。移設に伴う何で言わへんの。 

○上下水道課長 

 移設補償、これは竜田川３工区の移設補償工事以上でございます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、議案第２５号に対する質疑を終結いたします。 



 

－１４７－ 

 これより、議案第２６号 平成２３年度平群町農業集落排水事業特別会計予

算に対する質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、議案第２６号に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第２７号 平成２３年度平群町学校給食費特別会計予算に対

する質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、議案第２７号に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第２８号 平成２３年度平群町介護保険特別会計予算に対す

る質疑に入ります。はい、植田君。 

○５  番  

 １点だけ聞いておきたいんですが、１６ページの居宅介護サービス給付費、

前年度比６，８００万ほど来年度予算で増えてるんですが、１２月の補正をさ

れたのですが、きのうのときに、思うほど伸びなかったと、決算見込みとして

は若干の黒字というふうな御答弁を課長のほうからいただいたんですけれども、

この来年度の５億１００万か、６，８００万の増額、言うたら給付が増えると

いうふうに見込んだ根拠ですね、それをちょっとお聞かせ願えますか。 

○議  長  

 はい、福祉課長。 

○福祉課長 

 昨日、若干、当初補正をさせていただいた金額よりも下回る状況にあると申

し上げました。シビアに申し上げますと、いま現在、１月の給付費が確定した

段階で申しますと、居宅介護サービス給付費については、このまま推移します

と、４億６，０００ないし４億７，０００万ぐらいで最終的に決算されるので

はないかというふうに係のほうでは見積もっております。当初、１２月段階に

おきましては、それまでの前年と比べての伸びが非常に大きかったということ

を踏まえて、万が一という考えで多少大きく見込んでいた経緯がございます。



 

－１４８－ 

それと、そういうシビアに決算を見込んだことを踏まえて、来年度の伸び、こ

れはいまのままでいきますと、同じように各年度の伸びを想定をして計算をし

ました結果、６，８００万の増ということで計上をさせていただきました。こ

れも、大きく見込んだのではなしに、大分シビアに絞り込んだ上での予算とし

てさせていただいたところでございます。 

○議  長  

 ほかにございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、２８号に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第２９号 平成２３年度平群町奨学資金貸付事業特別会計予

算に対する質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、議案第２９号に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第３０号 平成２３年度平群町後期高齢者医療特別会計予算

に対する質疑に入ります。 

 ございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  

 ないようでしたら、議案第３０号に対する質疑を終結いたします。 

 これより、議案第３１号 平成２３年度平群町用地先行取得事業特別会計予

算に対する質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

 

「なし」の声あり 

 

○議  長  



 

－１４９－ 

 ないようでしたら、議案第３２号に対する質疑を終結いたします。 

○議  長  

 以上で、一般会計並びに各特別会計新年度予算１１件に対する質疑は終了い

たしました。 

 お諮りいたします。 

 本件１１件については、７人の委員をもって構成する予算審査特別委員会を

設置し、これに付託の上、審査することにしたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

○議  長  

 異議なしと認めます。よって、本件１１件については、７人の委員をもって

構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、審査することに決定

いたしました。 

 予算審査特別委員の名簿を配付いたします。 

 

名簿配付 

 

○議  長  

 お諮りいたします。 

 ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任については、過般

の議会運営委員会で内定しております。お手元に配付いたしました名簿のとお

り７名を選任したいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

○議  長  

 異議なしと認めます。よって、ただいま配付いたしました名簿のとおりと決

定いたします。 

 なお、委員長に下中一郎君、副委員長に山田仁樹君をお願いしたいと思いま

すが、御異議ございませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 



 

－１５０－ 

○議  長  

 異議なしと認めます。 

 御多忙のところ恐縮でございますが、３月１０日の予算審査特別委員会、よ

ろしくお願いを申し上げます。 

 以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 これをもって散会をいたします。 

（ブー） 

散    会  （午後  ３時５８分） 
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